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事例 1
　当初、物盗られ妄想が主たるBPSDだったが、帯状疱疹後の閉尿、食欲不振等身体不
調によってフォーレの抜去や不潔行為や強い心理症状が現れていたケース。
　身体不調の改善に伴い、医療的側面のニーズ重視のケアプランから生活支援を重視した
ケアプランに順次移行し、総合的なBPSDの軽減に至った。

脳画像と専門医師の所見

　側脳室下角の開大が目立つほか、大脳皮質の

びまん性の萎縮がみられ、老年期アルツハイ

マー型認知症の所見である。

　また、両側基底核にはラクナ梗塞などの多発

性脳梗塞が、側脳室周囲には虚血性変化を示唆

する低吸収域が両側脳室前角を中心に広がって

おり、脳血管障害を伴っている。

　近時記憶障害のほか、意欲低下や易刺激性な

どの症状を伴いやすい。

所　見

K.Y さん
96歳
女性
要介護 3

アルツハイマー型認知症及び脳血管性認知症
認知症生活自立度Ⅲ a
平成 18年入所
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モデル検証事業開始時から終了時における
NPI － NH評価「BPSDスコア」及び「負担度」の変化

・「異常行動」「食欲あるいは食行動異常」の2項目が各－12点と顕著な減少が見られた。
・「うつ・不快」が－6点、「妄想」「興奮」「不安」「易刺激性・不安定性」「睡眠」の各項目が－1～3点減少した。

・「異常行動」「うつ・不快」の2項目が各－3～－4点減少した。
・「妄想」「興奮」「不安」「睡眠」「食欲あるいは食行動異常」の5項目が－1～－2点減少した。
・「易刺激性・不安定性」が＋1点増加した。

BPSDスコア（頻度と重症度の積）の差

負担度の差

モデル検証事業開始時から終了時における服薬状況の変化

服薬状況（1回目） 服薬状況（2回目） 服薬状況（3回目）
現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方

アムロジピンベシル酸塩 5㎎ 朝 食後 アムロジピンベシル酸塩 5㎎ 朝 食後 アムロジピンベシル酸塩 5㎎ 朝 食後
カンデサルタン シレキセチル 8㎎ 朝 食後 カンデサルタン シレキセチル 8㎎ 朝 食後 カンデサルタン シレキセチル 8㎎ 朝 食後
ラフチジン 10㎎ 朝・夜 食後 ラフチジン 10㎎ 朝・夜 食後 ラフチジン 10㎎ 朝・夜 食後
L-アスパラギン酸カリウム 1.8g 朝・昼・夜 食後 L-アスパラギン酸カリウム 1.8g 朝・昼・夜 食後 L-アスパラギン酸カリウム 1.8g 朝・昼・夜 食後
カンゾウ末配合剤 2g 朝・昼・夜 食後 カンゾウ末配合剤 2g 朝・昼・夜 食後 カンゾウ末配合剤 2g 朝・昼・夜 食後
レバミピド 3g 朝・昼・夜 食後 レバミピド 3g 朝・昼・夜 食後 レバミピド 3g 朝・昼・夜 食後
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設
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画
書
（
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
大
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
恐

れ
が
あ
る
が
、
穏
や
か
に

過
ご
し
た
い
（
急
変
す
る

可
能
性
が
あ
る
）

穏
や
か
に
生
活
で

き
る

H
25
.2
.1
4

～
H
26
.1
.3
1

不
安
な
く
穏
や
か

に
毎
日
を
送
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

①
状
態
の
観
察
（
血
圧
の
上
昇
・

意
識
レ
ベ
ル
等
）
を
行
い
、
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る

②
職
員
と
関
わ
り
を
多
く
も
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
対
応
す
る

③
家
族
の
意
向
と
主
治
医
の
指
示

に
沿
っ
て
対
応
す
る

家
族
主
治
医

介
護
職
員

看
護
職
員

他
職
員

毎
日

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

2
緑
内
障
と
視
力
低
下
に
よ

り
左
目
が
見
え
て
い
な
い

歩
行
・
生
活
に
不
安
が
あ

る
が
、
安
全
に
安
心
し
て

過
ご
し
た
い

安
全
に
安
心
し
て

暮
す

H
25
.2
.1
4

～
H
26
.1
.3
1

不
安
な
く
移
動
で

き
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

①
夜
間
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を

使
用
す
る

②
歩
行
器
や
杖
で
歩
行
し
て
い
る

時
は
見
守
る

③
毎
日
、
確
実
に
点
眼
す
る

④
食
後
、
服
薬
確
認
を
行
う

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

安
心
し
て
生
活
で

き
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
会
話
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

3
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
生
活
に
張
り
を
持
ち

た
い
（
物
が
な
く
な
っ
た

と
の
訴
え
が
頻
繁
に
あ

る
）

生
活
に
張
り
を
持

ち
、
精
神
的
安
定

を
図
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.9
.3
0

一
人
の
時
間
を
な

く
し
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

①
お
茶
会
や
活
動
参
加
の
機
会
を

増
や
し
、
他
入
所
者
や
職
員
と
大

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
よ
う
に
配
慮
や
安
心
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
行
う

②
お
し
ぼ
り
た
た
み
や
ぬ
り
絵
等

を
行
え
る
環
境
を
提
供
す
る

③
畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
だ

き
、
作
る
楽
し
み
や
で
き
た
時
の

喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

④
外
出
等
の
機
会
を
設
け
る

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

精
神
的
安
定
を
図

る
H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

①
物
が
な
く
な
っ
た
と
訴
え
る
時

は
傾
聴
に
努
め
、
本
人
が
納
得
で

き
る
よ
う
に
対
応
す
る

②
水
分
量
を
多
く
し
、
覚
醒
状
態

を
よ
く
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

4
美
味
し
く
食
べ
て
元
気
に

生
活
で
き
る

美
味
し
く
食
べ
て

元
気
に
過
ご
す

H
25
.2
.1
4

～
H
26
.1
.3
1

食
事
を
美
味
し
く

と
れ
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
る
も
の

は
お
代
わ
り
を
提
供
す
る

介
護
職
員

栄
養
職
員

毎
日

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

好
き
な
も
の
を
購

入
し
て
食
べ
る
楽

し
み
を
持
つ

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

移
動
販
売
な
ど
で
自
分
の
好
き
な

も
の
を
買
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
配
慮
す
る

介
護
職
員

全
職
員

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

5
口
腔
内
の
清
潔
を
保
ち
、

口
腔
機
能
を
維
持
し
た
い

口
腔
内
の
清
潔
を

保
ち
、
機
能
を
維

持
す
る

H
25
.2
.1
4

～
H
26
.1
.3
1

口
腔
内
の
清
潔
を

保
ち
、
機
能
を
維

持
す
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

歯
科
衛
生
士
が
口
腔
ケ
ア
を
行

い
、
そ
の
指
導
を
受
け
て
口
腔
ケ

ア
を
行
う

①
毎
食
後
、
洗
面
所
で
歯
磨
き
を

し
て
い
た
だ
く

②
義
歯
は
夕
食
後
に
預
か
り
、
入

れ
歯
洗
浄
剤
で
洗
浄
す
る

歯
科
衛
生
士

介
護
職
員

看
護
職
員

毎
日

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.1
.3
1

6
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
別

紙『
機
能
訓
練
基
本
計
画
』

に
よ
る

第
１
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
開
始
時

事
例
1　
K
.Y
氏
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
大
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
恐

れ
が
あ
る
が
、
穏
や
か
に

過
ご
し
た
い
（
急
変
す
る

可
能
性
が
あ
る
）

穏
や
か
に
生
活
で

き
る

H
25
.2
.1
4

～
H
26
.1
.3
1

不
安
な
く
穏
や
か

に
毎
日
を
送
る

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

①
状
態
の
観
察
（
血
圧
の
上
昇
・

意
識
レ
ベ
ル
等
）
を
行
い
、
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る

②
職
員
と
関
わ
り
を
多
く
も
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
対
応
す
る

③
家
族
の
意
向
と
主
治
医
の
指
示

に
沿
っ
て
対
応
す
る

家
族
主
治
医

介
護
職
員

看
護
職
員

他
職
員

毎
日

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

2
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
生
活
に
張
り
を
持
ち

た
い
（
物
が
な
く
な
っ
た

と
の
訴
え
が
頻
繁
に
あ

る
）

生
活
に
張
り
を
持

ち
、
精
神
的
安
定

を
図
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.1
0.
31

一
人
の
時
間
を
な

く
し
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

①
お
茶
会
や
活
動
参
加
の
機
会
を

増
や
し
、
他
入
所
者
や
職
員
と
大

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
よ
う
に
配
慮
や
安
心
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
行
う

②
お
し
ぼ
り
た
た
み
や
ぬ
り
絵
等

を
行
え
る
環
境
を
提
供
す
る

③
プ
ラ
ン
タ
ー
等
で
花
や
野
菜
を

栽
培
し
、
作
る
楽
し
み
や
で
き
た

時
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

④
外
出
等
の
機
会
を
設
け
る

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

随
時

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

精
神
的
安
定
を
図

る
H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

①
物
が
な
く
な
っ
た
と
訴
え
る
時

は
傾
聴
に
努
め
、
本
人
が
納
得
で

き
る
よ
う
に
対
応
す
る

②
水
分
量
を
多
く
し
、
覚
醒
状
態

を
よ
く
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

3
尿
閉
が
あ
る
た
め
、
尿
の

排
出
を
良
く
し
た
い

尿
の
排
出
を
良
く

す
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.1
0.
31

尿
の
排
出
を
良
く

す
る

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

①
フ
ォ
ー
レ
を
挿
入
し
、
尿
量
・

尿
性
状
の
観
察
を
す
る

②
水
分
を
多
く
提
供
す
る

介
護
職
員

看
護
職
員

毎
日

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

4
美
味
し
く
食
べ
て
元
気
に

生
活
で
き
る

美
味
し
く
食
べ
て

元
気
に
過
ご
す

H
25
.2
.1
4

～
H
26
.1
.3
1

食
事
を
美
味
し
く

と
れ
る

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
る
も
の

は
お
代
わ
り
を
提
供
す
る

介
護
職
員

栄
養
職
員

毎
日

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

好
き
な
も
の
を
購

入
し
て
食
べ
る
楽

し
み
を
持
つ

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

移
動
販
売
な
ど
で
自
分
の
好
き
な

も
の
を
買
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
配
慮
す
る

介
護
職
員

全
職
員

随
時

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

5
緑
内
障
と
視
力
低
下
に
よ

り
左
目
が
見
え
て
い
な
い

歩
行
・
生
活
に
不
安
が
あ

る
が
、
安
全
に
安
心
し
て

過
ご
し
た
い

安
全
に
安
心
し
て

暮
す

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.1
0.
31

危
険
が
な
く
、
安

心
し
て
移
動
で
き

る

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

①
歩
行
器
や
杖
で
歩
行
し
て
い
る

時
は
見
守
る

②
毎
日
、
確
実
に
点
眼
す
る

③
定
期
的
に
往
診
を
し
て
も
ら

い
、
眼
の
状
態
を
み
て
も
ら
う

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

安
心
し
て
生
活
で

き
る

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
会
話
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

6
口
腔
内
の
清
潔
を
保
ち
、

口
腔
機
能
を
維
持
し
た
い

口
腔
内
の
清
潔
を

保
ち
、
機
能
を
維

持
す
る

H
25
.2
.1
4

～
H
26
.1
.3
1

口
腔
内
の
清
潔
を

保
つ

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

歯
科
衛
生
士
が
口
腔
ケ
ア
を
行

い
、
そ
の
指
導
を
受
け
て
口
腔
ケ

ア
を
行
う

①
毎
食
後
、
洗
面
所
で
歯
磨
き
を

し
て
い
た
だ
く

②
義
歯
は
夕
食
後
に
預
か
り
、
入

れ
歯
洗
浄
剤
で
洗
浄
す
る

歯
科
衛
生
士

介
護
職
員

看
護
職
員

毎
日

H
25
.1
0.
6

～
H
26
.1
.5

7
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
別

紙『
機
能
訓
練
基
本
計
画
』

に
よ
る

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
２
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
1　
K
.Y
氏

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
個
別
の
生
活
歴
や
趣
味
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
か
つ
提
供
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
で
き
る
表
現
に
変
更

②
日
常
生
活
支
援
上
の
ル
ー
チ
ン
業
務
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
提
供
内
容
リ
ス
ト
で
管
理
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
差
別
化
を
図
る

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
機
能
維
持
目
標
は
長
期
目
標
に
集
約
し
、
具
体
的
な
状
態
維
持
に
つ
い
て
短
期
目
標
と
す
る

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
フ
ォ
ー
レ
抜
去
等
の
行
為
は
、
尿
閉
に
よ
る
身
体
的
不
調
や
不
快
感
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
善
を
現
在
優
先
順
位
の
高
い
ニ
ー
ズ
と
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
追
加

②
身
体
的
障
害
に
よ
る
生
活
上
の
安
全
配
慮
に
つ
い
て
は
、
生
活
上
の
基
本
的
な
支
援
の
た
め
、
優
先
順
位
を
後
方
へ
移
動

変
更

「
畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
」

→
「
プ
ラ
ン
タ
ー
等
で
花
や
野
菜
を
栽
培
し
」

☞
本
人
は
花
が
好
き
で
、
昔
は
畑
仕
事
を
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
施
設
内
で
実
現
可
能

な
具
体
的
目
標
と
し
た

削
除

「
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
使
用
」

「
服
薬
管
理
」

☞
尿
道
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
に
よ
り
、
夜
間

ト
イ
レ
使
用
が
な
い
た
め

追
加

「
定
期
的
に
往
診
を
し
て
も
ら
い
～
」

☞
今
ま
で
も
往
診
が
あ
っ
た
が
プ
ラ
ン
に
入
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
追
加

項
目
追
加

「
尿
閉
へ
の
対
応
」

☞
尿
が
出
な
い
身
体
的
不
調
が

現
在
の
優
先
課
題
で
あ
る
た
め

変
更
（
順
番
）

☞
慢
性
的
な
不
調
に
伴
う
課
題

で
あ
る
た
め
下
位
へ
移
動

削
除

「
機
能
を
維
持
す
る
」

☞
短
期
目
標
と
長
期
目
標
を

段
階
的
に
整
理
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
大
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
恐

れ
が
あ
る
が
、
穏
や
か
に

過
ご
し
た
い
（
急
変
す
る

可
能
性
が
あ
る
）

穏
や
か
に
生
活
で

き
る

H
26
.1
.1
6

～
H
26
.1
2.
31

不
安
な
く
穏
や
か

に
毎
日
を
送
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
状
態
の
観
察
（
血
圧
の
上
昇
・

意
識
レ
ベ
ル
等
）
を
行
い
、
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る

②
職
員
と
関
わ
り
を
多
く
も
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
対
応
す
る

③
家
族
の
意
向
と
主
治
医
の
指
示

に
沿
っ
て
対
応
す
る

家
族

主
治
医

介
護
職
員

看
護
職
員

他
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

2
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
生
活
に
張
り
を
持
ち

た
い
（
物
が
な
く
な
っ

た
と
の
訴
え
が
頻
繁
に
あ

る
）

生
活
に
張
り
を
持

ち
、
精
神
的
安
定

を
図
る

H
26
.1
.1
6

～
H
26
.1
2.
31

一
人
の
時
間
を
な

く
し
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
お
茶
会
や
活
動
参
加
の
機
会
を

増
や
し
、
他
入
所
者
や
職
員
と
大

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
よ
う
に
配
慮
や
安
心
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
行
う

②
お
し
ぼ
り
た
た
み
や
ぬ
り
絵
等

を
行
え
る
環
境
を
提
供
す
る

③
プ
ラ
ン
タ
ー
等
で
花
や
野
菜
を

栽
培
し
、
作
る
楽
し
み
や
で
き
た

時
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

④
外
出
等
の
機
会
を
設
け
る

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

随
時

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

精
神
的
安
定
を
図

る
H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
物
が
な
く
な
っ
た
と
訴
え
る
時

は
傾
聴
に
努
め
、
本
人
が
納
得
で

き
る
よ
う
に
対
応
す
る

②
水
分
量
を
多
く
し
、
覚
醒
状
態

を
よ
く
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

3
尿
閉
が
あ
る
た
め
、
尿
の

排
出
を
良
く
し
た
い

尿
の
排
出
を
良
く

す
る

H
26
.1
.1
6

～
H
26
.1
2.
31

尿
の
排
出
を
良
く

す
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
フ
ォ
ー
レ
を
挿
入
し
、
尿
量
・

尿
性
状
の
観
察
を
す
る

②
水
分
を
多
く
提
供
す
る

③
自
然
排
尿
を
促
す
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す
る

（
フ
ォ
ー
レ
抜
去
に
向
け
て
）

介
護
職
員

看
護
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

4
い
ろ
い
ろ
な
お
か
ず
も
食

べ
て
、
元
気
に
生
活
し
た

い

美
味
し
く
食
べ
て

元
気
を
維
持
す
る

H
26
.1
.1
6

～
H
26
.1
2.
31

好
き
な
物
を
食
べ

て
満
足
す
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
る
も

の
は
お
代
わ
り
を
提
供
す
る

②
移
動
販
売
な
ど
で
自
分
の
好
き

な
も
の
を
買
っ
て
食
べ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
配
慮
す
る

介
護
職
員

栄
養
職
員

他
職
員

随
時

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

い
ろ
い
ろ
な
お
か

ず
も
食
べ
て
み
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

お
か
ず
を
残
し
て
い
る
時
は
少
し

で
も
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

言
葉
掛
け
を
行
う

介
護
職
員

栄
養
職
員

他
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

5
緑
内
障
と
視
力
低
下
に
よ

り
左
目
が
見
え
て
い
な
い

歩
行
・
生
活
に
不
安
が
あ

る
が
、
安
全
に
安
心
し
て

過
ご
し
た
い

安
全
に
安
心
し
て

暮
す

H
26
.1
.1
6

～
H
26
.1
2.
31

危
険
が
な
く
、
安

心
し
て
移
動
で
き

る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
歩
行
器
や
杖
で
歩
行
し
て
い
る

時
は
見
守
る

②
毎
日
、
確
実
に
点
眼
す
る

③
定
期
的
に
往
診
を
し
て
も
ら

い
、
眼
の
状
態
を
み
て
も
ら
う

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

安
心
し
て
生
活
で

き
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
会
話
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

6
口
腔
内
の
清
潔
を
保
ち
、

口
腔
機
能
を
維
持
し
た
い

口
腔
内
の
清
潔
を

保
ち
、
機
能
を
維

持
す
る

H
26
.1
.1
6

～
H
26
.1
2.
31

口
腔
内
の
清
潔
を

保
つ

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

歯
科
衛
生
士
が
口
腔
ケ
ア
を
行

い
、
そ
の
指
導
を
受
け
て
口
腔
ケ

ア
を
行
う

①
毎
食
後
、
洗
面
所
で
歯
磨
き
を

し
て
い
た
だ
く

②
義
歯
は
夕
食
後
に
預
か
り
、
入

れ
歯
洗
浄
剤
で
洗
浄
す
る

歯
科
衛
生
士

介
護
職
員

看
護
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

7
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
別

紙『
機
能
訓
練
基
本
計
画
』

に
よ
る

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
３
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
1　
K
.Y
氏

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
尿
閉
に
よ
る
身
体
的
不
調
の
改
善
に
向
け
、
具
体
的
な
取
組
を
追
加

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

②
ニ
ー
ズ
の
見
直
し
に
よ
り
、
目
標
を
２
段
階
に
再
設
定

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
入
所
前
か
ら
の
生
活
習
慣
の
影
響
も
あ
り
、
副
食
の
摂
取
に
偏
り
が
あ
る
た
め
、
食
事
に
関
す
る
課
題
を
再
度
整
理

追
加

③
「
自
然
排
尿
を
促
す
排
尿
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

助
言
よ
り
…
病
気
で
尿
が
出
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば

出
る
の
で
は
な
い
か

担
当
者
追
加

「
他
職
員
」

頻
度
の
変
更

「
毎
日
」→
「
随
時
」

2
項
目
の
結
合

「
美
味
し
く
食
べ
る
～
」

「
好
き
な
物
を
買
う
～
」

好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
一
つ
に
ま
と
め
た

変
更

「
美
味
し
く
食
べ
て
」

→
「
い
ろ
い
ろ
な
お
か
ず
も
食

べ
て
」

☞
第
3
者
か
ら
見
て
も
わ
か

る
よ
う
な
表
現
方
法
に
変
更

項
目
追
加

「
い
ろ
い
ろ
な
お
か
ず
も
食

べ
て
み
る
」

☞
個
別
性
が
わ
か
る
表
現
に

変
更
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
大
動
脈
瘤
が
破
裂
す
る
恐

れ
が
あ
る
が
、
今
の
ま
ま

の
生
活
を
維
持
し
た
い

今
の
生
活
の
維
持

H
26
.2
.1
0

～
H
27
.1
.3
1

今
の
生
活
の
維
持

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
状
態
の
観
察
（
血
圧
の
上
昇
・

意
識
レ
ベ
ル
等
）
を
行
い
、
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る

②
職
員
と
関
わ
り
を
多
く
も
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
対
応
す
る

③
家
族
の
意
向
と
主
治
医
の
指
示

に
沿
っ
て
対
応
す
る

家
族
主
治
医

介
護
職
員

看
護
職
員

他
職
員

毎
日

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

2
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
、
生
活
に
張
り
を
持
ち

た
い
（
物
が
な
く
な
っ
た

と
の
訴
え
が
頻
繁
に
あ

る
）

生
活
に
張
り
を
持

ち
、
精
神
的
安
定

を
図
る

H
26
.2
.1
0

～
H
27
.1
.3
1

一
人
の
時
間
を
な

く
し
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
お
茶
会
や
活
動
参
加
の
機
会
を

増
や
し
、
他
入
所
者
や
職
員
と
大

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
る
よ
う
に
配
慮
や
安
心
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
行
う

②
お
し
ぼ
り
た
た
み
や
ぬ
り
絵
等

を
行
え
る
環
境
を
提
供
す
る

③
プ
ラ
ン
タ
ー
等
で
花
や
野
菜
を

栽
培
し
、
つ
く
る
楽
し
み
や
で
き

た
時
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

く ④
外
出
等
の
機
会
を
設
け
る

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

随
時

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

精
神
的
安
定
を
図

る
H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
物
が
な
く
な
っ
た
と
訴
え
る
時

は
傾
聴
に
努
め
、
本
人
が
納
得
で

き
る
よ
う
に
対
応
す
る

②
待
た
せ
て
し
ま
う
と
興
奮
す
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
本
人
か
ら
の

要
求
等
に
は
で
き
る
だ
け
早
く
対

応
す
る

③
水
分
量
を
多
く
し
、
覚
醒
状
態

を
よ
く
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

3
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

て
、
今
の
健
康
状
態
を
維

持
し
、
元
気
に
生
活
し
た

い

美
味
し
く
食
べ
て

元
気
を
維
持
す
る

H
26
.2
.1
0

～
H
27
.1
.3
1

好
き
な
物
を
食
べ

て
満
足
す
る

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
美
味
し
そ
う
に
召
し
上
が
る
も

の
は
お
代
わ
り
を
提
供
す
る

②
移
動
販
売
な
ど
で
自
分
の
好
き

な
も
の
を
買
っ
て
食
べ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
配
慮
す
る

介
護
職
員

栄
養
職
員

他
職
員

随
時

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

4
緑
内
障
と
視
力
低
下
に
よ

り
左
目
が
見
え
て
い
な
い

歩
行
・
生
活
に
不
安
が
あ

る
が
、
安
全
に
安
心
し
て

過
ご
し
た
い

安
全
に
安
心
し
て

暮
す

H
26
.2
.1
0

～
H
27
.1
.3
1

危
険
が
な
く
、
安

心
し
て
移
動
で
き

る

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
歩
行
器
で
歩
行
し
て
い
る
時
は

見
守
る

②
毎
日
、
確
実
に
点
眼
す
る

③
定
期
的
に
往
診
を
し
て
も
ら

い
、
眼
の
状
態
を
み
て
も
ら
う

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

安
心
し
て
生
活
で

き
る

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

今
、困
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
、

安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
会
話
す
る

介
護
職
員

他
職
員

随
時

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

モ
デ
ル
検
証
事
業
終
了
時

事
例
1　
K
.Y
氏

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
を
防
ぐ
リ
ス
ク
回
避
の
視
点
か
ら
、
本
人
の
要
望
や
意
思
を
尊
重
し
た
視
点
に
切
り
替
え
た
援
助
内
容
に
改
善

②
積
極
的
な
人
と
の
関
わ
り
を
促
し
、
本
人
が
主
体
的
に
活
動
で
き
る
場
面
を
提
供
す
る
内
容
を
追
加

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
抽
象
的
な
表
現
の
見
直
し
を
行
い
、「
維
持
」
の
内
容
を
明
確
化

②
身
体
的
不
調
等
の
緊
急
性
が
高
い
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
改
善
し
た
た
め
削
除
、
ま
た
別
途
個
別
計
画
書
が
あ
る
項
目
に
つ
い
て
も
削
除

項
目
削
除

「
尿
閉
へ
の
対
策
」

「
口
腔
内
の
清
潔
」

☞
日
常
的
に
定
着
し
て
行
っ
て
い
る
た
め

（
実
際
の
プ
ラ
ン
に
は
入
っ
て
い
る
）

「
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
～
」

リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
は
、
別
紙
で
出
し
て
い
る
た
め

変
更

「
穏
や
か
に
過
ご
し
た
い
」

→「
今
の
ま
ま
の
生
活
を
維
持
し
た
い
」

（
長
期
・
短
期
目
標
も
同
様
）

☞
表
現
を
具
体
的
に
変
更

追
加

「
今
の
健
康
状
態
を
維
持
し
」

☞
食
事
が
摂
取
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

健
康
状
態
が
改
善
し
た
た
め

追
加
☞
②
「
待
た
せ
て
し
ま
う
と
興
奮
～
早
く

対
応
す
る
」

バ
ル
ー
ン
挿
入
中
は
職
員
と
一
緒
に
行
動

し
て
い
た
が
、
取
れ
て
か
ら
は
身
軽
に
な

り
、
待
つ
こ
と
が
苦
痛
に
な
っ
た

①
の
「
杖
」
を
削
除

「
歩
行
器
や
杖
で
」

☞
「
歩
行
器
で
」

歩
行
器
使
用
の
み
に
し
た

追
加

☞
「
い
ま
困
っ
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
」

本
人
の
要
望
を
会
話
の
中
か
ら
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
会
話
の
機
会
を
も
つ



施設としての気づき、今後の取り組みへの活用

　検証前は物盗られというBPSDで困っていた。盗られるということで、なるべく人と
の接触が少ない居室で生活して頂いていた。しかし、顔面の帯状疱疹という思いがけない
アクシデントが発生し、食欲低下、尿閉、大きくADLが低下して生活にダメージを受け
ることとなった。
　居室変更にて、孤立しないよう不安感をなくすように対応し、本人に関わる機会を多く
した。体の状態が悪くなったことで、盗られ妄想が現れていなかったが、現在は尿カテー
テルが抜けトイレに行くようになり、体調が良くなり逆にBPSDが再び出現してきた。
　BPSDは健康状態と連動していると感じた。
　食事に関しては、体調回復後、急に全量食べられるようになったが、どうして食べられ
るようになったのか不明である。
　尿バルーンカテーテルの事例でもあったが、外すための関わりと実際に外すことができ、
価値ある経験ができたと感じている。困りごとに対しての考え方だが、無理だとあきらめ
ずに提案しチームで取り組んでいくことを学んだ。
　今後は、気候もよくなったので草取りなど外での活動に持っていきたい。また、野外活
動を行なうことで体力や脚力を上げる関わりにもなってくる。体調がよくなると家族との
関わりが薄れてくるので、体調の良しあしに関わらず、家族への協力を依頼していく。
　その状態に見合った新たなケアプランを作成し、今この事例にすべきことをリアルにプ
ランニングすることとの助言をうけたことも収穫だった。
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事例 2
　介護拒否、暴言・暴行、食欲の波があり食べ物を全て混ぜてしまう等の行為があるほか、
恥骨骨折の回復期への配慮が必要なケース。
　リスクマネジメントの視点重視のケアプランから、ご本人の意向を尊重した環境を整え
る援助内容に移行し、総合的なBPSDの軽減に至った。

脳画像と専門医師の所見

　側脳室下角の開大、大脳皮質のびまん性の萎

縮といった老年期アルツハイマー型認知症の所

見もあるが、両側基底核のラクナ梗塞（図矢印）

および側脳室周囲の虚血性変化（図囲み部分）

を示唆する低吸収域は、事例1にくらべて非

常に広範に広がっており、BPSDとしては脳

血管障害による要素が主となっている。

　意欲低下や易刺激性、興奮などが生じやすく、

それらに比較して近時記憶障害は程度が軽い。

　そのため、介護者の対応を統一させることが、

本人の混乱や不信感を生じさせないために重要

である。

所　見

Y.S さん
93歳
女性
要介護 4

脳血管性認知症
認知症生活自立度Ⅳ
平成 18年入所
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モデル検証事業開始時から終了時における
NPI － NH評価「BPSDスコア」及び「負担度」の変化

・「脱抑制」が－12点と顕著な減少が見られた。
・「易刺激性・不安定性」「異常行動」の2項目が各－9点減少した。
・「妄想」「興奮」「不安」「睡眠」「食欲あるいは食行動異常」の各項目が－1～－4点減少した。

・「興奮」「不安」「脱抑制」「異常行動」の4項目が－1～－3点減少した。
・「妄想」「易刺激性・不安定性」「睡眠」の3項目は変化がなかった。
・「食欲あるいは食行動異常」が＋1点と増加した。

BPSDスコア（頻度と重症度の積）の差

負担度の差

モデル検証事業開始時から終了時における服薬状況の変化

服薬状況（1回目） 服薬状況（2回目） 服薬状況（3回目）
現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方

アスピリン 100㎎ 朝 食後 アスピリン 100㎎ 朝 食後 アスピリン 100㎎ 朝 食後
ニフェジピン 40㎎ 朝・夜 食後 ニフェジピン 40㎎ 朝・夜 食後 ニフェジピン 40㎎ 朝・夜 食後
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～
H
26
.1
.5

8
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
は
別

紙『
機
能
訓
練
基
本
計
画
』

に
よ
る

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
２
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
2　
Y
.S
氏

追
加
①
「
仙
骨
座
り
に
～
」

☞
覚
醒
状
態
が
悪
く
な
り
、
座
位
の
姿
勢
が
よ

く
な
か
っ
た
た
め

②
「
ベ
ッ
ド
臥
床
時
～
」

☞
離
床
動
作
が
あ
る
時
の
本
人
の
尿
意
等
、
意

思
把
握
の
た
め
設
置

追
加

「
恥
骨
骨
折
の
既
往
あ
り
」

☞
本
人
は
病
識
が
な
く
、
痛
み

が
な
い
と
動
い
て
し
ま
う
こ
と

か
ら
、
職
員
に
骨
折
の
既
往
が

あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
た
め

変
更

「
転
倒
の
危
険
回
避
」

→
「
安
全
な
環
境
に
整
え
て
」

☞
リ
ス
ク
管
理
か
ら
本
人
目

線
で
の
目
標
へ
変
更

変
更

「
排
泄
の
声
掛
け
を
ま
め
に
行
う
」

→
「
訴
え
時
は
ト
イ
レ
誘
導
」

☞
尿
意
を
優
先
し
た
対
応
に
変
更

し
た
た
め

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
恥
骨
骨
折
か
ら
１
か
月
半
経
過
し
て
お
り
、
目
標
は
歩
行
よ
り
も
座
位
や
立
位
等
離
床
を
重
点
的
に
捉
え
た
内
容
に
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
職
員
主
体
の
リ
ス
ク
回
避
の
視
点
か
ら
本
人
の
生
活
の
環
境
整
備
の
視
点
へ
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
直
近
の
既
往
症
の
追
加
に
よ
り
、
目
標
及
び
援
助
内
容
の
留
意
点
等
を
明
確
化
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
下
肢
筋
力
を
つ
け
て
、
元

の
状
態
に
近
づ
き
た
い

生
活
の
場
面
で
下

肢
筋
力
を
つ
け
る

H
26
.1
.1
2

～
H
26
.1
2.
31

自
分
で
動
く
機
会

を
作
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
歩
行
器
使
用
で
歩
行
練
習
を
行

う ②
立
ち
上
が
り
や
移
乗
は
直
近
の

見
守
り
か
、
で
き
る
だ
け
自
分
で

安
全
に
行
え
る
よ
う
に
介
助
す
る

（
ト
イ
レ
の
場
面
も
含
む
）

機
能
訓
練
指
導
員

介
護
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

2
自
分
の
ペ
ー
ス
で
穏
や
か

な
気
持
ち
で
生
活
し
た
い

穏
や
か
に
暮
す
こ

と
が
で
き
る

H
25
.1
1.
11

～
H
26
.1
0.
31

興
奮
す
る
場
面
を

少
な
く
し
、
心
身

の
安
定
を
図
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
他
入
所
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

そ
う
な
時
は
早
め
に
対
応
す
る

（
表
情
や
語
調
の
変
化
）

②
介
護
拒
否
が
あ
る
時
は
機
嫌
を

損
ね
な
い
言
葉
掛
け
を
す
る
・
対

応
す
る
職
員
を
替
え
る
・
時
間
を

置
く
等
の
対
応
を
行
う

そ
れ
で
も
拒
否
が
あ
る
時
は
無
理

に
介
入
し
な
い

③
食
事
を
食
べ
ず
に
混
ぜ
て
し
ま

う
時
は
、
何
度
も
注
意
す
る
と
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の
で
見
守
る

④
息
子
や
娘
に
会
い
た
い
と
動
い

て
い
る
時
は
、
そ
の
都
度
、
安
心
・

納
得
す
る
よ
う
声
掛
け
し
た
り
、

本
人
の
不
満
や
思
い
を
十
分
に
聴

く

全
職
員

随
時

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

3
胸
部
大
動
脈
瘤
が
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
る
が
、
穏
や

か
に
過
ご
し
た
い
（
急
変

す
る
可
能
性
が
あ
る
）

穏
や
か
に
生
活
で

き
る

H
25
.7
.1
1

～
H
26
.6
.3
0

不
安
な
く
穏
や
か

に
毎
日
を
送
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
状
態
の
観
察
（
血
圧
の
上
昇
・

意
識
レ
ベ
ル
等
）
を
行
い
、
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る

②
職
員
と
関
わ
り
を
多
く
も
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
対
応
す
る

③
家
族
の
意
向
と
主
治
医
の
指
示

に
沿
っ
て
対
応
す
る

家
族
主
治
医

介
護
職
員

看
護
職
員

他
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

4
足
腰
が
衰
え
て
転
倒
す
る

危
険
性
が
あ
る
が
、
で
き

る
だ
け
転
ば
な
い
よ
う
に

生
活
し
た
い
（
恥
骨
骨
折

の
既
往
あ
り
）

安
全
な
環
境
を
整

え
て
、
安
全
に
暮

ら
す

H
25
.1
2.
1

～
H
26
.1
1.
30

転
倒
等
の
危
険
を

回
避
す
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
仙
骨
座
り
に
な
ら
な
い
様
に
座

位
保
持
を
整
え
る

②
ベ
ッ
ド
臥
床
時
は
コ
ー
ル
マ
ッ

ト
を
使
用
す
る

③
車
椅
子
で
の
行
動
の
見
守
り
を

行
う

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

5
清
潔
を
保
ち
、
気
持
ち
よ

く
過
ご
し
た
い

清
潔
を
維
持
し
、

気
持
ち
よ
く
過
ご

す

H
25
.1
2.
1

～
H
26
.1
1.
30

清
潔
保
持
が
で
き

る
H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
入
浴
時
は
上
手
に
お
誘
い
す
る

②
訴
え
時
は
ト
イ
レ
誘
導
す
る

③
排
泄
失
敗
時
は
失
礼
の
な
い
よ

う
に
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
く

介
護
職
員

随
時

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

6
健
康
に
注
意
し
な
が
ら
生

活
し
た
い

健
康
に
生
活
で
き

る
H
25
.7
.1
1

～
H
26
.6
.3
0

好
き
な
物
を
食
べ

て
満
足
す
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

①
好
き
な
も
の
は
お
代
わ
り
で
き

る
よ
う
に
配
慮
す
る

②
移
動
売
店
で
好
き
な
物
を
購
入

し
て
食
べ
て
い
た
だ
く

栄
養
職
員

介
護
職
員

随
時

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

7
ベ
ッ
ド
で
は
楽
な
体
勢
で

休
み
た
い

楽
な
体
勢
で
休
む

H
25
.7
.1
1

～
H
26
.6
.3
0

ベ
ッ
ド
か
ら
の
ず

り
落
ち
を
防
ぐ

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

ベ
ッ
ド
中
央
に
寝
て
も
ら
う
よ
う

に
声
掛
け
す
る

必
要
に
応
じ
お
手
伝
い
す
る

介
護
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

8
口
腔
内
の
清
潔
を
保
ち
、

口
腔
機
能
を
維
持
し
た
い

口
腔
内
を
清
潔
に

し
、
機
能
を
維
持

で
き
る

H
25
.7
.1
1

～
H
26
.6
.3
0

口
腔
内
を
清
潔
に

し
、
機
能
を
維
持

で
き
る

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

歯
科
衛
生
士
が
定
期
確
認
を
行

い
、
そ
の
指
導
を
受
け
て
口
腔
ケ

ア
を
行
う

①
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
言
葉
掛
け
を
行
う

②
口
腔
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う

に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く

歯
科
衛
生
士

介
護
職
員

看
護
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
7

～
H
26
.3
.6

9
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
は
別

紙『
機
能
訓
練
基
本
計
画
』

に
よ
る

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
３
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
2　
Y
.S
氏

項
目
追
加

「
下
肢
筋
力
を
つ
け
て
～
」

☞
本
人
の
意
思
や
理
解
能
力
が
あ
る
た

め
、
生
活
と
切
り
離
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
動
機
づ
け
と

歩
行
の
基
礎
を
作
る

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
恥
骨
骨
折
治
癒
に
伴
う
歩
行
、
移
動
能
力
改
善
が
最
優
先
事
項
で
あ
る
た
め
項
目
追
加
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
足
腰
が
衰
え
て
転
倒
す
る

危
険
性
が
あ
る
が
、
下
肢

筋
力
を
つ
け
て
元
の
生
活

に
近
づ
き
た
い
（
恥
骨
骨

折
の
既
往
あ
り
）

生
活
の
場
面
で
下

肢
筋
力
を
つ
け
る

H
26
.2
.1
0

～
H
27
.1
.3
1

見
守
ら
れ
な
が
ら

安
全
に
生
活
す
る

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
仙
骨
座
り
に
な
ら
な
い
様
に
座

位
保
持
を
整
え
る

②
ベ
ッ
ド
臥
床
時
は
コ
ー
ル
マ
ッ

ト
を
使
用
す
る

③
車
椅
子
で
の
行
動
の
見
守
り
を

行
う

介
護
職
員

機
能
訓
練
指
導
員

毎
日

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

自
分
で
動
く
機
会

を
作
る

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
歩
行
器
使
用
で
歩
行
練
習
を
行

う ②
立
ち
上
が
り
や
移
乗
は
直
近
の

見
守
り
か
、
出
来
る
だ
け
自
分
で

安
全
に
行
え
る
よ
う
に
介
助
す
る

（
ト
イ
レ
の
場
面
も
含
む
）

機
能
訓
練
指
導
員

介
護
職
員

毎
日

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

2
そ
の
時
そ
の
時
の
不
安
や

心
の
動
揺
を
な
る
べ
く
早

く
解
決
し
、
穏
や
か
な
気

持
ち
で
生
活
し
た
い

精
神
面
が
安
定

し
、
落
ち
着
い
て

生
活
が
で
き
る

H
26
.2
.1
0

～
H
27
.1
.3
1

興
奮
す
る
場
面
を

少
な
く
し
、
心
身

の
安
定
を
図
る

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
他
入
所
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

そ
う
な
時
は
早
め
に
対
応
す
る

（
表
情
や
語
調
の
変
化
）

②
介
護
拒
否
が
あ
る
時
は
機
嫌
を

損
ね
な
い
言
葉
掛
け
を
す
る
・
対

応
す
る
職
員
を
替
え
る
・
時
間
を

置
く
等
の
対
応
を
行
う

そ
れ
で
も
拒
否
が
あ
る
時
は
無
理

に
介
入
し
な
い

③
食
事
を
食
べ
ず
に
混
ぜ
て
し
ま

う
時
は
、
何
度
も
注
意
す
る
と
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
新
し
い
も
の
に
変
え
た
り
、

ご
本
人
の
そ
の
時
の
気
持
ち
に

沿
っ
て
対
応
す
る

④
息
子
や
娘
に
会
い
た
い
と
動
い

て
い
る
時
は
、
息
子
さ
ん
に
面
会

を
依
頼
す
る

安
心
・
納
得
す
る
よ
う
声
掛
け
し

た
り
、
本
人
の
不
満
や
思
い
を
十

分
に
聴
く

全
職
員

随
時

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

3
胸
部
大
動
脈
瘤
が
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
る
が
、
今
の

ま
ま
の
生
活
を
維
持
し
た

い

今
の
生
活
の
維
持

H
26
.2
.1
0

～
H
27
.1
.3
1

今
の
生
活
の
維
持

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

①
状
態
の
観
察
（
血
圧
の
上
昇
・

意
識
レ
ベ
ル
等
）
を
行
い
、
変
化

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る

②
職
員
と
関
わ
り
を
多
く
も
っ
て

い
た
だ
き
、
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
対
応
す
る

③
家
族
の
意
向
と
主
治
医
の
指
示

に
沿
っ
て
対
応
す
る

家
族
主
治
医

介
護
職
員

看
護
職
員

他
職
員

毎
日

H
26
.1
.1
9

～
H
26
.4
.1
8

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

モ
デ
ル
検
証
事
業
終
了
時

事
例
2　
Y
.S
氏

2
項
目
を
結
合

「
足
腰
が
衰
え
て
転
倒
す
る
危
険
性
が
あ
る
～
」

「
下
肢
筋
力
を
つ
け
て
元
の
生
活
に
近
づ
き
た
い
」

☞
転
ば
な
い
よ
う
に
す
る
リ
ス
ク
管
理
的
ニ
ー
ズ
か

ら
回
復
さ
せ
て
い
く
ニ
ー
ズ
に
変
更

具
体
化

「
不
安
等
を
除
く
」

「
精
神
面
の
安
定
」

☞
本
人
の
心
情
を
察
し
て
、

具
体
的
な
表
現
方
法
に
し
た

変
更

「
穏
や
か
に
生
活
で
き
る
」

→
「
今
の
生
活
の
維
持
」

（
長
期
・
短
期
目
標
共
に
）

☞
具
体
的
な
表
現
方
法
に
変
更

追
加

③
「
新
し
い
物
に
変
え
た
り
、
ご
本
人
の
気
持

ち
に
沿
っ
て
対
応
」

☞
今
の
事
を
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
少
し

で
も
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
切
り
直
し
に

よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

④
「
息
子
さ
ん
に
面
会
を
依
頼
」

☞
施
設
か
ら
働
き
か
け
る
と
来
園
し
て
く
れ
る

こ
と
も
出
て
き
た
た
め

項
目
削
除

「
清
潔
を
保
ち
、
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
た
い
」
→
尿
意
に
応
じ
て
対
応
す
れ
ば
、
う
ま
く
誘
導
に
応
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
尿
臭
も
な
く
清
潔
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

「
健
康
に
注
意
し
な
が
ら
生
活
し
た
い
」
→
食
事
に
つ
い
て
は
、
課
題
2、
サ
ー
ビ
ス
内
容
③
に
追
加
し
た
た
め

「
ベ
ッ
ド
で
は
楽
な
姿
勢
で
休
み
た
い
」
→
ベ
ッ
ド
へ
の
臥
床
に
つ
い
て
は
、
最
初
か
ら
お
手
伝
い
し
て
い
る
た
め

「
口
腔
内
の
清
潔
を
保
ち
、
口
腔
機
能
を
維
持
し
た
い
」
→
日
常
的
に
定
着
し
て
行
っ
て
い
る
た
め
（
実
際
の
プ
ラ
ン
に
は
入
っ
て
い
る
）

「
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
～
」
→
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
は
、
別
途
作
成
し
て
い
る
た
め

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
ケ
ア
の
場
面
で
の
「
仕
切
り
直
し
」
を
追
加

②
家
族
の
協
力
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
ま
で
の
家
族
関
係
の
再
構
築
を
図
る

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
具
体
的
な
表
現
へ
の
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
具
体
的
な
表
現
へ
の
変
更

②
経
過
に
伴
う
改
善
も
し
く
は
状
態
像
変
化
に
伴
う
項
目
の
削
除
、
ま
た
別
途
個
別
計
画
書
が
あ
る
項
目
に
つ
い
て
も
削
除



施設としての気づき、今後の取り組みへの活用

　骨折後、職員の目が届く介護ステーションの近くに居室移動したことで職員との関わり
が増え、安心感が生まれて落ち着いて過ごせるようになった。それまでは排泄はポータブ
ルトイレに独力で行ない、排泄時にズボンを下げきれないなどの失敗、誘導への拒否など
が強く尿臭もひどかった。現在は尿意に応じて対応すればうまく誘導に応じてくれるよう
になり、併せて尿臭もなくなった。
　眠れない時に無理に寝させようとせずに過ごしてもらうことも一つの方法。その人を
知って（食事パターンや睡眠パターン）、否定せずに関わっていくことが本人にとって落
ち着いて生活していただける。統一した対応をすることで介護拒否や暴言暴行も少なく
なった。
　現在は車椅子で生活しているが、今後は生活とは切り離したリハビリとしての歩行練習
をすることで機能面へ働き掛けていく。夜間おむつをしていたが、尿意があった時にはト
イレ誘導を行ったことで現在はパンツで統一している。
　提供された食事を混ぜて自分なりに料理してしまい、食事量が減ってきて体重も減って
きていることが現在の課題である。
　チームケアで視点を変えて関わることの大切さを感じた。本人が生活していく上で嫌な
こと、困難なことを職員の手助けで解決していかなければ尊厳を守ることはできない。
　今後もBPSDの症状が現れた時に、その人に今何が起こっているのかを確認し整理し
て話し合い、少しでも穏やかにその人らしく過ごしていただけるよう取り組みを継続して
いきたい。
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事例 3
　幻視・幻聴が見られ、排便コントロールの困難さから入浴時の便失禁がある等、複数の
要因から生じるQOL向上に向けた課題を、ニーズや目標、援助内容を整理し、生活習慣
や環境、人との関わりや趣味等を中心としたケアプランに変更したケース。
　幻視のBPSDが単独課題として残されているため、投薬等のアプローチにも着手した。

脳画像と専門医師の所見

　CT上は前頭葉優位の軽度のびまん性脳萎縮を認

め、海馬の萎縮も軽度である。認知症を引き起こ

し得る明らかな脳血管病変は認めない。HDS-R は

20点以上と認知機能低下は比較的軽度であるが、

ありありとした幻視を認めることから、レビー小体

型認知症を強く疑った。

　レビー小体型認知症の幻視に対しては、ドネペジ

ル塩酸塩が有効であることが報告されている。しか

しレビー小体型認知症に対してドネペジル塩酸塩は

保険適用されていないため、その旨を家族に説明後

ドネペジル塩酸塩の投薬を開始した。ドネペジル塩

酸塩の内服による幻視の改善はみられていないが、

ドネペジル塩酸塩には認知症進行抑制効果もあるた

め、その後も投薬は継続した。

所　見

Y.H さん
82歳
女性
要介護 3

レビー小体型認知症の疑い
認知症生活自立度Ⅲ a
平成 25年入所
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モデル検証事業開始時から終了時における
NPI － NH評価「BPSDスコア」及び「負担度」の変化

・「幻覚」が＋6点増加した。

・「幻覚」は変化がなかった。

BPSDスコア（頻度と重症度の積）の差

負担度の差

モデル検証事業開始時から終了時における服薬状況の変化

服薬状況（1回目） 服薬状況（2回目） 服薬状況（3回目）
現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方

アスピリン・ダイアルミネート 81㎎ 朝 食後 アスピリン・ダイアルミネート 81㎎ 朝 食後 アスピリン・ダイアルミネート 81㎎ 朝 食後
ジスチグミン臭化物 5㎎ 朝 食後 ジスチグミン臭化物 5㎎ 朝 食後 ジスチグミン臭化物 5㎎ 朝 食後
プラバスタチンナトリウム 5㎎ 夜 食後 プラバスタチンナトリウム 5㎎ 夜 食後 プラバスタチンナトリウム 5㎎ 夜 食後
センノシド 36㎎ 夜 食後 センノシド 36㎎ 夜 食後 センノシド 36㎎ 夜 食後
クエチアピンフマル酸塩 25㎎ 朝・夜 食後 クエチアピンフマル酸塩 25㎎ 朝・夜 食後 クエチアピンフマル酸塩 25㎎ 朝 食後
酸化マグネシウム 990㎎ 朝・夜 食後 酸化マグネシウム 990㎎ 朝・夜 食後 酸化マグネシウム 減量 660㎎ 朝・夜 食後
エキセメスタン 25㎎ 朝 食後 エキセメスタン 25㎎ 朝 食後 エキセメスタン 25㎎ 朝 食後

ドネペジル塩酸塩 開始 3㎎ 朝 食後
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
「
母
と
一
緒
に
過
ご
せ
る

時
間
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

現
在
、
内
服
薬
に
て
周
辺

症
状
は
落
ち
着
い
て
い
る

た
め
、
今
の
状
態
を
維
持

し
て
ほ
し
い

現
在
の
状
態
を
維

持
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
す

る

H
25
.4
.1

～
H
26
.4
.1

精
神
的
に
落
ち
着

い
て
生
活
で
き
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

①
確
実
な
内
服
管
理

②
日
々
の
言
動
に
注
意
し
、
訴
え

時
や
混
乱
時
に
は
、
し
っ
か
り
と

話
を
伺
い
不
安
の
解
消
を
図
る

③
文
化
活
動
や
各
行
事
等
へ
の
参

加
を
勧
め
気
分
転
換
を
図
る

看
護
師

介
護
員

生
活
相
談
員

介
護
支
援
専
門
員

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

④
居
室
前
を
通
る
際
、
顔
を
見
て

い
く
か
尋
ね
る

離
床
時
、
居
室
前
で
待
た
れ
て
い

る
時
に
は
、
室
内
へ
の
誘
導
と
迎

え
を
行
う

全
職
員

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

2
高
血
圧
・
脳
梗
塞
・
乳
癌

の
既
往
が
あ
り
、
健
康
状

態
に
注
意
が
必
要

現
在
、
安
定
し
て
い
る
が

今
後
の
体
重
増
加
に
気
を

つ
け
て
ほ
し
い

栄
養
・
健
康
管
理

に
て
体
重
の
安
定

と
健
康
状
態
の
維

持
を
図
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

①
主
食
11
0g
　
パ
ン
の
日
：
食

パ
ン
1
枚
＋
ジ
ャ
ム
を
提
供

②
食
事
摂
取
量
の
把
握
と
体
重
変

動
に
注
意
し
、
体
重
増
加
が
続
く

時
は
食
事
・
水
分
内
容
を
検
討
す

る

栄
養
士

看
護
師

介
護
員

家
族
介
護
支
援
専
門
員

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

③
一
般
状
態
の
観
察
と
定
期
バ
イ

タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
・
血
液
検
査
等
を

行
い
状
態
を
把
握
す
る

④
3
ヶ
月
毎
の
定
期
受
診
（
乳

癌
の
検
診
）

医
師
看
護
師

家
族

看
護

測
定
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

3
介
助
バ
ー
を
持
て
ば
立
位

可
能
で
あ
る
が
、
筋
力
低

下
と
手
足
の
震
え
が
あ
る

た
め
、
転
倒
等
の
事
故
に

繋
が
る
危
険
性
が
あ
る

自
力
で
の
起
き
上
が
り
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
状
態
を
維
持
し
て
ほ

し
い

安
全
な
環
境
整
備

に
て
事
故
予
防
を

図
る
と
共
に
、
身

体
機
能
の
維
持
を

図
る

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

①
声
掛
け
し
ベ
ッ
ド
下
方
ま
で
自

力
で
下
が
っ
て
も
ら
い
、
見
守
り

に
て
起
き
上
が
っ
て
も
ら
う

②
介
助
バ
ー
を
持
っ
て
も
ら
い
前

後
2
人
介
助
に
て
移
乗
を
行
う

③
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
足
マ
ッ
ト
使

用

介
護
員

看
護
師

リ
ハ
ビ
リ
職
員

介
護
支
援
専
門
員

移
乗
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

④
車
椅
子
の
ペ
ダ
ル
に
カ
バ
ー
使

用 ⑤
離
床
時
に
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を

手
の
届
く
所
へ
置
き
直
す

⑥
居
室
へ
戻
る
の
を
見
か
け
た
時

は
す
ぐ
に
声
掛
け
し
対
応
す
る

全
職
員

随
時

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

⑦
リ
ハ
ビ
リ
に
て
ベ
ッ
ド
体
操
、

滑
車
に
よ
る
上
肢
の
運
動
、
下
肢

筋
力
強
化
訓
練
、
平
行
棒
内
（
歩

行
・
起
立
）
訓
練
、
関
節
可
動
域

訓
練
、
作
業
療
法
等
を
勧
め
る

作
業
療
法
士

看
護
師

リ
ハ
ビ
リ
職
員

リ
ハ
訓
練

H
25
.1
0.
1

～
H
26
.4
.1

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
１
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
開
始
時

事
例
3　
Y
.H
氏
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
「
母
親
と
一
緒
に
過
ご
し

た
い
」「
私
物
の
枕
や
眼

鏡
を
使
い
た
い
」

「
食
事
時
に
は
鼻
紙
を

持
っ
て
い
き
た
い
」
と
の

希
望
が
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
精
神
的
に
落
ち
着
い

て
過
ご
せ
る
よ
う
援
助
が

必
要

現
在
の
状
態
を
維

持
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
す

る

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.5
.1
4

希
望
に
沿
っ
た
援

助
で
精
神
的
に
落

ち
着
い
て
生
活
で

き
る

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

①
母
親
の
居
室
前
を
通
る
際
、
顔

を
見
て
い
く
か
尋
ね
る

扉
前
で
待
た
れ
て
い
る
時
に
は
、

室
内
へ
の
誘
導
と
迎
え
を
行
う

全
職
員

毎
日

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

②
私
物
の
枕
を
使
用
し
て
い
た
だ

く ③
離
床
時
に
は
、
眼
鏡
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
声
掛
け
を
行
う

介
護
員

生
活
相
談
員

生
活
支
援
専
門
員

毎
日

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

気
分
転
換
と
薬
の

調
整
を
行
い
楽
し

く
安
定
し
た
生
活

が
で
き
る

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

①
文
化
活
動
や
各
行
事
等
へ
の
参

加
、
塗
り
絵
や
園
芸
等
を
勧
め
る

②
日
々
の
言
動
に
注
意
し
、
訴
え

時
や
混
乱
時
に
は
、
し
っ
か
り
と

話
を
伺
い
不
安
の
解
消
を
図
る

③
確
実
な
内
服
管
理

介
護
員

看
護
師

生
活
相
談
員

生
活
支
援
専
門
員

毎
日

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

2
「
体
重
増
加
が
あ
る
た
め
、

コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
等
は
飲
ま

な
い
よ
う
に
し
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
図
っ
て
欲
し

い
」
と
希
望
さ
れ
る

ま
た
高
血
圧
・
脳
梗
塞
・

乳
が
ん
の
既
往
が
あ
り
、

健
康
状
態
に
注
意
が
必
要

栄
養
・
健
康
管
理

に
て
体
重
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
と
健
康

状
態
の
維
持
を
図

る

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

①
主
食
11
0g
　
パ
ン
の
日
：
食

パ
ン
1
枚
＋
ジ
ャ
ム
を
提
供

②
摂
取
量
と
体
重
変
動
を
把
握
し

食
事
・
水
分
内
容
を
調
整
す
る

栄
養
士

看
護
師

介
護
員

食
事
時
H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

③
状
態
の
観
察
と
定
期
バ
イ
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
・
血
液
検
査
な
ど
を
行

う ④
３
ヶ
月
毎
の
乳
が
ん
の
定
期
検

診

看
護
師

医
師
家
族

随
時

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

⑤
歯
磨
き
援
助
（
特
に
前
歯
裏
に

注
意
）
口
腔
内
清
潔
保
持
を
図
る

介
護
員

口
腔

清
潔
時
H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

3
介
助
バ
ー
を
持
て
ば
立
位

可
能
で
あ
る
が
、
筋
力
低

下
と
手
足
の
震
え
が
あ
る

た
め
、
転
倒
等
の
事
故
に

繋
が
る
危
険
性
が
あ
る

自
力
で
起
き
上
が
れ
て
お

り
、
状
態
を
維
持
し
て
ほ

し
い

安
全
な
環
境
整
備

に
て
事
故
予
防
を

図
る
と
共
に
、
身

体
機
能
の
維
持
を

図
る

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

①
自
力
で
起
き
上
が
れ
る
よ
う
声

掛
け
・
見
守
り
を
行
う

②
足
マ
ッ
ト
使
用
、
介
助
バ
ー
を

持
っ
て
も
ら
い
前
後
２
人
介
助
に

て
移
乗
を
行
う

介
護
員

看
護
師

リ
ハ
ビ
リ
職
員

介
護
支
援
専
門
員

移
乗
時
H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

③
車
椅
子
の
ペ
ダ
ル
に
カ
バ
ー
使

用 ④
離
床
時
に
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を

手
の
届
く
所
へ
置
き
直
す

⑤
居
室
へ
戻
る
の
を
見
か
け
た
時

は
直
ぐ
に
声
掛
け
し
対
応
す
る

全
職
員

随
時

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

⑥
リ
ハ
ビ
リ
に
て
ベ
ッ
ド
体
操
、

滑
車
に
よ
る
上
肢
の
運
動
、
下
肢

筋
力
強
化
訓
練
、
平
行
棒
内
（
歩

行
・
起
立
）
訓
練
、
関
節
可
動
域

訓
練
、
軽
作
業
等
を
勧
め
る

作
業
療
法
士

看
護
師

リ
ハ
ビ
リ
職
員

リ
ハ
訓
練

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.2
.1
4

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
２
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
3　
Y
.H
氏

追
加
・
具
体
化

「
私
物
使
用
に
関
す
る
希
望
」

☞
個
別
性
を
明
確
に
す
る
た
め

本
人
の
希
望
・
言
葉
を
引
用

削
除

「
内
服
薬
に
て
周
辺
症
状
は
落

ち
着
い
て
い
る
た
め
」

☞
生
活
上
の
ニ
ー
ズ
に
絞
っ
て

整
理

追
加

「
希
望
に
沿
っ
た
援
助
で
」

☞
本
人
の
希
望
を
優
先
す
る

表
現
に
変
更

項
目
追
加

「
②
私
物
の
～
」

「
③
離
床
時
に
は
～
」

☞
個
別
性
を
明
確
に
す
る
た
め
に
追
加

変
更

「
随
時
」
→
「
毎
日
」

☞
何
時
す
る
か
を
明
確

に
す
る
と
評
価
し
や
す

い
た
め

変
更

「
随
時
」
→
「
食
事
時
」

☞
明
確
に
す
る
と
評
価
し
や
す

く
な
る
た
め

項
目
追
加

「
⑤
歯
磨
き
援
助
～
」

☞
生
活
面
の
情
報
を
入
れ
個

別
性
を
明
確
に
す
る

追
加

「
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

追
加

「
体
重
増
加
に
伴
い
、
体
重

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
希
望
」

☞
家
族
の
強
い
希
望
が
あ
っ

た
た
め
反
映

利
用
者
の
状
態
を
変
更

「
自
力
で
の
起
き
上
が
り
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
」

→
「
自
力
で
起
き
上
が
れ
て
お
り
」

☞
本
人
の
能
力
が
向
上
し
て
き
た

た
め

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
援
助
の
手
順
や
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
正
確
か
つ
具
体
的
に
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
生
活
の
場
面
で
の
本
人
の
希
望
や
意
思
を
尊
重
し
た
援
助
と
す
る
こ
と
を
明
記

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
生
活
習
慣
や
環
境
、
人
と
の
関
わ
り
の
ニ
ー
ズ
と
医
療
や
薬
剤
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
整
理
、
分
類
し
、
単
独
で
項
目
を
追
加

②
状
態
像
の
表
現
等
の
表
現
の
変
更
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
母
親
と
一
緒
に
楽
し
く
過

ご
し
た
い

現
在
の
状
態
を
維

持
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
す

る

H
25
.1
1.
14

～
H
26
.5
.1
4

母
親
と
一
緒
に
楽

し
め
る
こ
と
を
見

つ
け
る

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

①
離
床
時
は
母
親
の
居
室
へ
誘
導

す
る
扉
前
で
待
た
れ
て
い
る
時
に
は
、

室
内
へ
の
誘
導
と
迎
え
を
行
う

②
C
D
と
唄
本
を
準
備
、
２
人
の

好
き
な
歌
を
居
室
で
歌
え
る
よ
う

に
す
る

全
職
員

毎
日

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

気
分
転
換
と
薬
の

調
整
を
行
い
楽
し

く
安
定
し
た
生
活

が
で
き
る

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

①
文
化
活
動
や
各
行
事
等
へ
の
参

加
、
塗
り
絵
や
園
芸
等
を
勧
め
る

②
日
々
の
言
動
に
注
意
し
、
訴
え

時
や
混
乱
時
に
は
、
し
っ
か
り
と

話
を
伺
い
不
安
の
解
消
を
図
る

③
確
実
な
内
服
管
理

介
護
員

生
活
相
談
員

看
護
師

全
職
員

毎
日

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

2
介
助
バ
ー
を
持
て
ば
立
位

可
能
で
あ
る
が
、
筋
力
低

下
と
手
足
の
震
え
が
あ
る

た
め
、
転
倒
等
の
事
故
に

繋
が
る
危
険
性
が
あ
る

が
、
自
力
で
の
起
き
上
が

り
や
移
乗
等
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

出
来
る
こ
と
は
自
分
で
し

た
い

事
故
予
防
を
図
り

な
が
ら
、
自
分
の

力
を
活
か
す
こ
と

が
で
き
る

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

①
自
力
で
起
き
上
が
れ
る
よ
う
声

か
け
・
見
守
り
を
行
う

②
足
マ
ッ
ト
使
用
、
介
助
バ
ー
を

持
っ
て
も
ら
い
一
部
介
助
に
て
移

乗
を
行
う

介
護
員

作
業
療
法
士

介
護
支
援
専
門
員

移
乗
時

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

③
車
椅
子
の
ペ
ダ
ル
に
カ
バ
ー
使

用 ④
離
床
時
に
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を

手
の
届
く
所
へ
置
き
直
す

⑤
居
室
へ
戻
る
の
を
見
か
け
た
時

は
直
ぐ
に
声
掛
け
し
対
応
す
る

全
職
員

毎
日

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

リ
ハ
ビ
リ
に
て
身

体
機
能
の
向
上
を

図
る

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

①
ベ
ッ
ド
体
操
、
滑
車
に
よ
る
上

肢
の
運
動
、下
肢
筋
力
強
化
訓
練
、

平
行
棒
内
（
歩
行
・
起
立
）、
関

節
可
動
域
訓
練
、
軽
作
業
等
を
勧

め
る

作
業
療
法
士

リ
ハ
ビ
リ
職
員

リ
ハ

訓
練
時

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

3
便
秘
の
た
め
毎
日
排
便
が

な
い
と
不
安
で
あ
る
が
、

入
浴
時
等
で
便
失
敗
を
し

や
す
い
た
め
、
気
持
ち
よ

く
入
浴
し
た
い

ト
イ
レ
で
の
排
泄

習
慣
を
つ
く
る

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

①
日
中
、
定
時
ト
イ
レ
誘
導
に
て

排
便
状
態
を
観
察

②
定
時
以
外
の
尿
・
便
意
の
確
認

③
入
浴
直
前
に
ト
イ
レ
誘
導
を
行

い
、
前
後
の
排
便
状
態
を
把
握
す

る

介
護
員

看
護
師

排
泄
時

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

④
下
剤
の
減
量
を
行
い
、便
性
状
・

回
数
を
把
握
す
る

看
護
師

排
泄
時

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

4
私
物
の
枕
や
眼
鏡
を
使
い

た
い
食
事
時
に
は
鼻
紙
を
持
っ

て
行
き
た
い

習
慣
に
沿
っ
て
安

心
し
て
生
活
で
き

る

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

①
私
物
の
枕
を
使
用
し
て
い
た
だ

く ②
離
床
時
に
は
眼
鏡
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
声
掛
け
を
行
う

介
護
員

毎
日

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

5
高
血
圧
・
脳
梗
塞
・
乳
癌

の
既
往
が
あ
り
、
健
康
状

態
に
注
意
が
必
要

栄
養
・
健
康
管
理

に
て
体
重
の
安
定

と
健
康
状
態
の
維

持
を
図
る

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

①
主
食
11
0g
　
パ
ン
の
日
：
食

パ
ン
１
枚
＋
ジ
ャ
ム
を
提
供

②
摂
取
量
と
体
重
変
動
を
把
握
し

食
事
・
水
分
内
容
を
調
整
す
る

介
護
員

看
護
師

栄
養
士

食
事
時

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

③
状
態
の
観
察
と
定
期
バ
イ
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
・
血
液
検
査
等
を
行
う

④
３
ヶ
月
毎
の
乳
癌
の
定
期
検
診

家
族
看
護
師

医
師

随
時

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

⑤
歯
磨
き
援
助
（
特
に
前
歯
裏
に

注
意
）
口
腔
内
清
潔
保
持
を
図
る

介
護
員

口
腔

清
潔
時

H
26
.1
.9

～
H
26
.4
.9

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
３
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
3　
Y
.H
氏

生
活
支
援
面
の
項
目

を
2
分
割

「
母
親
と
過
ご
す
こ

と
」

「
私
物
使
用
希
望
」

☞
課
題
ご
と
に
分
け

て
、
評
価
し
や
す
く

す
る
た
め

変
更

「
希
望
に
そ
っ
た
援
助
で
～

生
活
で
き
る
」

→
「
母
親
と
一
緒
に
楽
し
め

る
こ
と
を
見
つ
け
る
」

☞
課
題
を
分
け
、
具
体
的
な

目
標
と
し
た

追
加

②
「
C
D
と
唄
本
～
歌
え
る
よ

う
に
す
る
」

☞
1
回
目
の
助
言
か
ら
、本
人
・

家
族
の
言
葉
を
も
と
に
好
き
な

こ
と
を
探
し
取
り
入
れ
て
追
加

利
用
者
の
状
態
を
変
更

「
自
力
で
起
き
上
が
れ
て
お
り
」

→
「
自
力
で
の
起
き
上
が
り
や
移
乗

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
」

☞
本
人
の
能
力
が
向
上
し
て
き
た
た

め

変
更

短
期
目
標
を
2
分
割

「
事
故
予
防
」

「
リ
ハ
ビ
リ
に
て
身
体
機
能

の
向
上
を
図
る
」

☞
施
設
の
管
理
視
点
で
は
な

く
本
人
の
視
点
へ
変
更

変
更

「
2
人
介
助
」→
「
一
部
介
助
」

☞
能
力
が
向
上
し
た
た
め

変
更

「
随
時
」
→
「
毎
日
」

☞
明
確
に
す
る
と
評
価
し
や
す

く
な
る
た
め

削
除

「
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

項
目
追
加

「
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

☞
先
入
観
・
固
定
観
念
を
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
除
き
、
排

便
回
数
が
多
す
ぎ
る
こ
と
に
気

づ
い
た
こ
と
か
ら
、
対
応
す
る

こ
と
を
課
題
と
し
た

薬
の
追
加
で
腸
の
活
性
化
が
更

に
促
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
対

応
が
必
要

生
活
支
援
面
の
項
目
を
2
分
割

「
母
親
と
過
ご
す
こ
と
」

「
私
物
使
用
希
望
」

☞
課
題
を
分
け
る
と
評
価
を
し

や
す
く
な
る
た
め

変
更
（
順
番
）

削
除

「
体
重
増
加
に
伴
い
、
体
重
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
希
望
」

☞
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
食
欲
が

変
動
し
や
す
く
、
将
来
的
に
食
べ
ら

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

家
族
へ
説
明
し
理
解
し
て
も
ら
う

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
援
助
に
対
す
る
本
人
の
反
応
を
踏
ま
え
た
更
な
る
取
組
と
、
身
体
的
な
状
態
変
化
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
職
員
主
体
の
リ
ス
ク
回
避
の
視
点
か
ら
、
本
人
の
生
活
の
環
境
整
備
へ
の
視
点
へ
の
変
更
及
び
積
極
的
な
機
能
向
上
の
取
り
組
み
の
項
目
を
分
け
て
記
載

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
生
活
習
慣
や
環
境
、
人
と
の
関
わ
り
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
優
先
順
位
が
高
く
Q
O
L
に
影
響
が
大
き
い
項
目
を
分
離
し
て
単
独
設
定

②
身
体
的
疾
患
の
既
往
へ
の
注
意
事
項
の
ひ
と
つ
と
し
て
体
重
管
理
の
項
目
を
収
斂
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
母
親
と
一
緒
に
楽
し
く
過

ご
し
た
い

現
在
の
状
態
を
維

持
し
な
が
ら
、
安

定
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
す

る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.7
.3
0

母
親
と
一
緒
に
楽

し
め
る
こ
と
を
見

つ
け
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
離
床
時
は
母
親
の
居
室
へ
誘
導

す
る
扉
前
で
待
た
れ
て
い
る
時
に
は
、

室
内
へ
の
誘
導
と
迎
え
を
行
う

②
C
D
と
唄
本
を
準
備
、
２
人
の

好
き
な
歌
を
居
室
で
歌
え
る
よ
う

に
す
る

全
職
員

毎
日

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

2
時
々
、
幻
視
・
幻
聴
を
訴

え
、
混
乱
が
見
ら
れ
る

安
心
し
て
落
ち
着
い

た
生
活
が
送
れ
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.7
.3
0

不
安
の
解
消
と
気

分
転
換
が
図
れ
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
日
々
の
言
動
に
注
意
し
、
訴
え

時
に
は
、し
っ
か
り
と
話
を
聞
き
、

一
緒
に
確
認
を
行
う

②
母
親
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く

③
文
化
活
動
や
各
行
事
等
へ
の
参

加
、
塗
り
絵
や
園
芸
等
を
勧
め
る

④
確
実
な
内
服
管
理
を
行
う

全
職
員

毎
日
随
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

3
便
秘
の
た
め
毎
日
排
便
が

な
い
と
不
安
で
あ
る
が
、

１
日
の
回
数
が
多
く
気
が

か
り
で
あ
る

便
秘
を
防
ぎ
ト
イ

レ
で
の
快
便
習
慣

が
身
に
付
く

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.7
.3
0

ト
イ
レ
で
気
持
ち

よ
く
排
泄
で
き
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
日
中
、
定
時
ト
イ
レ
誘
導
に
て

排
便
状
態
を
観
察

②
定
時
以
外
の
尿
・
便
意
の
確
認

③
入
浴
直
前
に
ト
イ
レ
誘
導
を
行

い
、
前
後
の
排
便
状
態
を
把
握
す

る

介
護
員

看
護
師

排
泄
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

④
下
剤
の
減
量
を
行
い
、便
性
状
・

回
数
を
把
握
す
る

看
護
師

排
泄
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

4
入
浴
中
に
排
便
し
や
す
い

た
め
、
心
配
す
る
こ
と
な

く
入
浴
し
た
い

心
配
な
く
快
適
に

入
浴
で
き
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.7
.3
0

排
便
を
済
ま
せ
入

浴
で
き
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
入
浴
へ
行
く
時
に
ト
イ
レ
誘
導

を
行
い
、
排
便
を
促
す

②
直
前
と
入
浴
中
の

排
便
状
態
を
把
握
す
る

介
護
員

入
浴
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

5
使
い
慣
れ
た
も
の
を
使
い

な
が
ら
自
分
の
気
に
か

か
っ
て
い
る
事
を
少
し
で

も
減
ら
し
て
生
活
し
た
い

習
慣
に
沿
っ
て
安

心
し
て
生
活
で
き

る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.7
.3
0

自
分
の
馴
染
み
の

物
を
使
用
で
き
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
私
物
の
枕
を
使
用

②
離
床
時
に
は
眼
鏡
を
忘
れ
ず
か

け
る
よ
う
声
を
掛
け
る

③
食
事
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
っ

て
行
け
れ
る
よ
う
声
掛
け
し
手
渡

す

介
護
員

毎
日

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

6
筋
力
低
下
と
手
足
の
震
え

が
あ
り
、
転
倒
等
の
事
故

に
繋
が
る
危
険
性
が
あ
る

が
、
自
力
で
の
起
き
上
が

り
や
介
助
バ
ー
を
使
用
し

た
移
乗
等
が
可
能
な
た

め
、
出
来
る
こ
と
は
自
分

で
し
た
い

事
故
を
防
ぎ
な
が

ら
自
分
の
力
を
活

か
し
移
乗
で
き
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.7
.3
0

一
部
介
助
に
て
移

乗
が
で
き
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
自
力
で
起
き
上
が
れ
る
よ
う
声

掛
け
・
見
守
り
を
行
う

②
足
マ
ッ
ト
使
用
、
介
助
バ
ー
を

持
っ
て
も
ら
い
一
部
介
助
に
て
移

乗
を
行
う

介
護
員

作
業
療
法
士

介
護
支
援
専
門
員

移
乗
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

③
車
椅
子
ペ
ダ
ル
に
カ
バ
ー
使
用

④
離
床
時
に
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を

手
の
届
く
と
こ
ろ
へ
置
き
直
す

⑤
居
室
へ
戻
る
の
を
見
か
け
た
時

は
直
ぐ
に
声
掛
け
し
対
応
す
る

全
職
員

毎
日

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

リ
ハ
ビ
リ
に
て
身

体
機
能
の
向
上
を

図
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
ベ
ッ
ド
体
操
、
滑
車
に
よ
る
上

肢
の
運
動
、下
肢
筋
力
強
化
訓
練
、

平
行
棒
内
（
歩
行
・
起
立
）、
関

節
可
動
域
訓
練
、
軽
作
業
等
を
勧

め
る

作
業
療
法
士

リ
ハ
ビ
リ
職
員

リ
ハ

訓
練
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

7
高
血
圧
・
脳
梗
塞
・
乳
癌

の
既
往
が
あ
り
、
健
康
状

態
に
注
意
が
必
要

栄
養
・
健
康
管
理

に
て
健
康
状
態
の

維
持
を
図
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.7
.3
0

栄
養
状
態
と
体
重

の
安
定
を
図
り
、

体
へ
の
負
担
を
減

ら
す

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

①
主
食
11
0g
　
パ
ン
の
日
：
食

パ
ン
１
枚
＋
ジ
ャ
ム
を
提
供

②
摂
取
量
と
体
重
変
動
を
把
握
し

食
事
・
水
分
内
容
を
調
整
す
る

介
護
員

看
護
師

栄
養
士

食
事
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

状
態
を
把
握
し
、

異
常
の
早
期
発

見
・
対
応
を
図
る

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

③
状
態
の
観
察
と
定
期
バ
イ
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
・
血
液
検
査
等
を
行
う

④
３
ヶ
月
毎
の
乳
癌
の
定
期
検
診

看
護
師

医
師
家
族

随
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

⑤
歯
磨
き
援
助
（
特
に
前
歯
裏
に

注
意
）
口
腔
内
清
潔
保
持
を
図
る

介
護
員

口
腔

清
潔
時

H
26
.1
.3
0

～
H
26
.4
.3
0

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

モ
デ
ル
検
証
事
業
終
了
時

事
例
3　
Y
.H
氏

項
目
追
加
・
変
更

→
「
時
々
、
幻
視
・
幻
聴
を
訴
え
、

混
乱
が
見
ら
れ
る
」

☞
症
状
が
顕
著
に
現
れ
始
め
た
た
め 変
更
項
目
を
2
分
割

「
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

「
入
浴
中
の
排
便
ト
ラ
ブ
ル
」

☞
課
題
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
度

を
み
れ
て
評
価
し
や
す
く
す
る
た
め

追
加
①
「
入
浴
へ
行
く
と
き
に
ト
イ

レ
誘
導
を
行
い
、
排
便
を
促
す
」

☞
課
題
を
分
け
た
こ
と
に
よ

り
、
内
容
を
具
体
的
に
変
更

長
期
目
標
化

変
更

「
自
分
の
気
に
か
か
っ
て
い
る
事
～
生
活
し
た
い
」

☞
具
体
的
な
内
容
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
へ
入
れ
た
た
め

変
更
（
順
番
）

☞
幻
覚
等
、
そ
の
時
の
緊
急
性
の
あ
る
も
の
を
優
先
し
た
た
め

追
加
③
「
食
事
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
持
っ
て
行
け
る
よ
う
声
掛

け
し
手
渡
す
」

☞
具
体
的
な
表
現
に
し
て
、

ケ
ア
の
統
一
を
図
る
た
め

変
更
（
順
番
）

幻
覚
等
、
そ
の
時
の
緊
急
性
が
あ
る

も
の
を
優
先
し
た
た
め

長
期
目
標
化

変
更

短
期
目
標
を
2
分
割

「
栄
養
状
態
～
負
担
を
減
ら
す
」

「
状
態
を
把
握
し
～
対
応
を
図
る
」

☞
栄
養
・
健
康
面
に
分
け
る
と
評

価
が
し
や
す
い
た
め

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
本
人
の
希
望
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合
、
生
活
場
面
を
具
体
的
に
指
定
し
て
記
載

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
短
期
目
標
と
長
期
目
標
の
差
別
化
と
短
期
目
標
の
再
整
理

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
B
P
SD
と
み
ら
れ
る
幻
視
・
幻
聴
の
影
響
が
明
瞭
に
な
っ
た
た
め
、
ド
ネ
ペ
ジ
ル
の
投
与
を
開
始
し
、
服
薬
管
理
と
経
過
観
察
を
追
加

②
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
課
題
が
本
人
の
不
安
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
Q
O
L
へ
に
影
響
し
て
い
る
た
め
、
根
本
的
な
解
決
に
向
け
た
目
標
と
援
助
時
の
目
標
に
分
割



施設としての気づき、今後の取り組みへの活用

　レビー小体型認知症と診断され、薬の内服が始まるが、症状の変化はあまりみられなかっ
た。しかし、原因が解っていることで職員の気持ちにも余裕ができた。また、症状への対
応についてご家族の理解も得られやすかった。
　事例を進めていくなかで、母親と過ごす時間や職員との関わりが増え、自ら思いを伝え
たり、穏やかに話す姿が見られるようになった。また、トイレ排泄ができるようになり、
おむつ内や入浴時の排便が減ったことで、本人から意欲的な発言が聞かれ始め、成果を感
じることで職員の意識も変化してきた。
　今回の助言を受け、入所時の前施設からの情報を、そのまま受け入れていたことで、排
便時の不快感の改善や、おむつ交換からトイレ排泄への変更など、可能性を潰していた事
に気づき反省させられた。
　ありのままの本人の姿、能力を固定観念にとらわれずアセスメントしていく事、日常の
中に大切な情報が隠されているということ、集めた情報から他職種の専門性を活かした支
援案を検討することの大切さについて改めて認識させられる良い機会となった。
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事例 4
　Ｃ型肝炎による肝性脳症、肝性昏睡等の既往症及びパーキンソン症状と認知能力の波が
あり、健康管理とリスクマネジメントの視点重視のケアプランだったが、ご本人の訴えが
はっきりしていることから、本人の意向を尊重した環境を整える援助内容に移行し、総合
的なBPSDの軽減に至ったケース。

脳画像と専門医師の所見

　CTでは、前頭葉優位の大脳皮質の萎縮を認め、

海馬萎縮を伴う。さらに、前頭葉皮質下白質の低吸

収域、基底核のラクナ梗塞などの皮質下虚血性病変

を伴っている。神経学的には明らかなパーキンソニ

ズムは認めない。HDS-R は 5点と低いが、診察で

は近時記憶は比較的保たれ、疎通性も良好であった。

　海馬萎縮を認めるものの、記憶障害が軽度であっ

たことからアルツハイマー型認知症の可能性は低

く、CT上脳血管障害を伴うことから、血管性認知

症を第一に疑った。さらに肝性脳症が患者の認知機

能低下に影響していることも考えられた。診察では

パーキンソニズムを認めず、抗パーキンソン病薬（レ

ボドパ・カルビドパ水和物）はBPSDを悪化させ

る可能性があったため、レボドパ・カルビドパ水和

物を漸減したが、運動障害の悪化はなかった。

所　見

A.S さん
88歳
女性
要介護 4

脳血管性認知症並びに肝性脳症による認知症
認知症生活自立度Ⅲ a
平成 24年入所
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モデル検証事業開始時から終了時における
NPI － NH評価「BPSDスコア」及び「負担度」の変化

・「妄想」「うつ・不快」「睡眠」の3項目が各－8～－12点と顕著な減少が見られた。
・「興奮」「易刺激性・不安定性」「食欲あるいは食行動異常」の3項目が各－1～－4点減少した。
・「不安」が＋2点増加した。

・「妄想」「うつ・不快」の2項目が各－5点減少した。
・「興奮」「易刺激性・不安定性」「睡眠」「食欲あるいは食行動異常」の4項目が各－1～－3点減少した。
・「不安」は変化がなかった。

BPSDスコア（頻度と重症度の積）の差

負担度の差

モデル検証事業開始時から終了時における服薬状況の変化

服薬状況（1回目） 服薬状況（2回目） 服薬状況（3回目）
現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方

レボドパ・カルビドパ水和物 400㎎ /1日 朝・昼・夜 食後 レボドパ・カルビドパ水和物 減量 300㎎ /1日 朝・昼・夜 食後 レボドパ・カルビドパ水和物 減量 200㎎ /1日 朝・夜 食後
アミノ酸製剤 4.15g 朝・昼・夜 食後 アミノ酸製剤 4.15g 朝・昼・夜 食後 アミノ酸製剤 4.15g 朝・昼・夜 食後
ラクツロース 6.8g 朝・昼・夜 食後 ラクツロース 6.8g 朝・昼・夜 食後 ラクツロース 6.8g 朝・昼・夜 食後
酸化マグネシウム 660㎎ 朝・昼・夜 食後 酸化マグネシウム 660㎎ 朝・昼・夜 食後 酸化マグネシウム 660㎎ 朝・昼・夜 食後
グルコン酸カリウム水和物 1g 朝・昼・夜 食後 グルコン酸カリウム水和物 1g 朝・昼・夜 食後 グルコン酸カリウム水和物 1g 朝・昼・夜 食後
カナマイシン硫酸塩 250㎎ 朝・夜 食後 カナマイシン硫酸塩 250㎎ 朝・夜 食後 カナマイシン硫酸塩 250㎎ 朝・夜 食後
ポラプレジンク 75㎎ 朝・夜 食後 ポラプレジンク 75㎎ 朝・夜 食後 ポラプレジンク 75㎎ 朝・夜 食後
ランソプラゾール 15㎎ 夜 食後 ランソプラゾール 15㎎ 夜 食後 ランソプラゾール 15㎎ 夜 食後
ピコスルファートナトリウム水和物 25滴 夜 食後 ピコスルファートナトリウム水和物 25滴 夜 食後 ピコスルファートナトリウム水和物 25滴 夜 食後
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
C
型
肝
炎
が
あ
り
、
便
秘

等
の
影
響
に
よ
る
肝
性
昏

睡
を
生
じ
や
す
い

貧
血
や
胸
部
大
動
脈
瘤
も

あ
る
た
め
、
健
康
状
態
に

注
意
が
必
要

健
康
管
理
と
精
神

面
の
安
定
を
図

り
、
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.7
.2
2

栄
養
管
理
に
て
症

状
の
安
定
と
栄
養

状
態
の
維
持
を
図

る

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

①
肝
臓
病
食
12
00
kc
al
（
蛋

白
質
40
g、
塩
分
6g
制
限
、
脂

質
30
g
以
上
の
指
示
あ
り
）

②
主
食
：
朝
・
昼
は
米
飯
（
小
茶

碗
量
）、
夕
は
粥
（
普
通
量
）
を

提
供

医
師
栄
養
士

看
護
師

介
護
員

随
時

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

③
15
時
の
水
分
補
給
時
は
、
牛

乳
を
含
む
ジ
ュ
ー
ス
は
提
供
中
止

し
、
お
茶
を
勧
め
る

栄
養
士

介
護
員

看
護
師

水
分

補
給
時

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

健
康
状
態
の
観

察
・
把
握
に
て
異

常
の
早
期
発
見
・

対
応
を
図
る

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

①
定
期
的
、
肝
臓
病
採
血
と
ア
ン

モ
ニ
ア
値
測
定
を
行
う

②
確
実
な
内
服
管
理
、
及
び
定
期

バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
・
体
重
測
定

に
て
状
態
を
把
握
す
る

③
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
て
便
秘

を
予
防
す
る

看
護
師

医
師

看
護

測
定
時

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

④
黄
疸
、
尿
量
・
尿
臭
、
意
識
レ

ベ
ル
低
下
等
の
症
状
に
注
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
受
診
を
行
う

⑤
胸
部
の
痛
み
等
の
把
握

看
護
師

医
師
介
護
員

随
時

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

2
下
肢
筋
力
低
下
が
あ
る
が

自
分
で
動
か
れ
る
た
め
、

転
倒
等
を
生
じ
る
危
険
性

が
高
い

胸
椎
圧
迫
骨
折
や
右
大
腿

骨
転
子
部
骨
折
な
ど
の
既

往
も
あ
る
た
め
、
注
意
が

必
要

安
全
な
環
境
整
備

と
早
期
対
応
に
て

事
故
予
防
を
図
る

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

①
詰
め
所
に
近
い
居
室
で
対
応

②
低
床
ベ
ッ
ド
、介
助
バ
ー
、フ
ッ

ト
コ
ー
ル
、
足
マ
ッ
ト
を
使
用

③
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
と
車
椅
子

は
本
人
か
ら
見
え
な
い
よ
う
カ
ー

テ
ン
の
外
側
で
保
管
す
る

全
職
員

ベ
ッ
ド

臥
床
時

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

リ
ハ
ビ
リ
に
て
身

体
機
能
の
維
持
を

図
る

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

①
リ
ハ
ビ
リ
参
加
を
勧
め
、
起
立

訓
練
、
下
肢
筋
力
強
化
訓
練
の
実

施

看
護
師

作
業
療
法
士

リ
ハ
ビ
リ
職
員

リ
ハ
訓
練

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

3
靴
や
服
を
盗
ら
れ
た
と
訴

え
た
り
、
落
ち
着
か
ず
一

人
で
起
き
て
こ
よ
う
と
さ

れ
た
り
す
る
た
め
、
精
神

面
で
の
支
援
が
必
要

不
安
の
軽
減
や
生

活
の
活
性
化
を
図

り
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

①
訴
え
時
や
落
ち
着
か
な
い
時
に

は
早
め
の
対
応
を
心
掛
け
、
話
を

聞
い
た
り
、
離
床
し
て
一
緒
に
過

ご
す
②
日
々
の
声
掛
け
や
各
行
事
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訪
問
へ
参
加
を
勧

め
楽
し
ん
で
も
ら
う

介
護
員

看
護
師

リ
ハ
ビ
リ
職
員

生
活
相
談
員

介
護
支
援
専
門
員

随
時

H
25
.7
.2
2

～
H
26
.1
.2
2

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
１
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
開
始
時

事
例
4　
A
.S
氏
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
「
靴
や
服
を
盗
ら
れ
た
」

「
お
菓
子
を
買
い
に
行
こ

う
と
思
っ
た
」
と
訴
え
た

り
、
落
ち
着
か
ず
一
人
で

起
き
て
こ
よ
う
と
さ
れ
た

り
す
る
た
め
、
精
神
面
で

の
支
援
が
必
要

健
康
管
理
と
精
神

面
の
安
定
を
図

り
、
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.5
.1

不
安
の
軽
減
や
生

活
上
の
楽
し
み
を

増
や
し
、
気
分
転

換
を
図
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

①
訴
え
時
や
落
ち
着
か
な
い
時
に

は
早
め
の
対
応
を
心
掛
け
、
話
を

聞
い
た
り
、
離
床
し
て
一
緒
に
過

ご
す
②
日
々
の
声
掛
け
や
各
行
事
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
慰
問
へ
参
加
を
勧

め
楽
し
ん
で
も
ら
う

介
護
員

看
護
師

リ
ハ
ビ
リ
職
員

生
活
相
談
員

介
護
支
援
専
門
員

毎
日

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

③
空
腹
訴
え
時
に
は
、
預
か
り
の

お
や
つ
を
提
供
し
一
緒
に
過
ご
す

④
頻
度
や
言
動
の
把
握
を
行
う

介
護
員

訴
え
時

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

2
C
型
肝
炎
が
あ
り
、
便
秘

等
の
影
響
に
よ
る
肝
性
昏

睡
を
生
じ
や
す
い

貧
血
や
胸
部
大
動
脈
瘤
も

あ
る
た
め
、
健
康
状
態
に

注
意
が
必
要

栄
養
管
理
に
て
症

状
の
安
定
と
栄
養

状
態
の
維
持
を
図

る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

①
肝
臓
病
食
12
00
kc
al
（
蛋

白
質
40
g、
塩
分
6g
制
限
、
脂

質
30
g
以
上
の
指
示
あ
り
）

②
主
食
：
朝
・
昼
は
米
飯
（
小
茶

碗
量
）、
夕
は
粥
（
普
通
量
）
を

提
供

医
師
栄
養
士

看
護
師

介
護
員

食
事
時

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

③
15
時
：
牛
乳
を
含
む
飲
料
は

提
供
中
止
、
お
茶
を
勧
め
る

栄
養
士

介
護
員

水
分

補
給
時

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

健
康
状
態
の
観

察
・
把
握
に
て
異

常
の
早
期
発
見
・

対
応
を
図
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

①
定
期
的
、
肝
臓
病
採
血
と
ア
ン

モ
ニ
ア
値
測
定
を
行
う

②
確
実
な
内
服
管
理
、
及
び
定
期

バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
・
体
重
測
定

に
て
状
態
を
把
握
す
る

③
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
て
便
秘

を
予
防
す
る

看
護
師

医
師

看
護

測
定
時

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

④
黄
疸
、
尿
量
・
尿
臭
、
意
識
レ

ベ
ル
低
下
等
の
症
状
に
注
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
受
診
を
行
う

⑤
胸
部
の
痛
み
等
の
把
握

看
護
師

医
師
介
護
員

看
護

測
定
時

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

3
下
肢
筋
力
低
下
が
あ
る
が

自
分
で
動
か
れ
る
た
め
、

転
倒
等
を
生
じ
る
危
険
性

が
高
い

胸
椎
圧
迫
骨
折
や
右
大
腿

骨
転
子
部
骨
折
な
ど
の
既

往
も
あ
る
た
め
、
注
意
が

必
要

安
全
な
環
境
整
備

と
早
期
対
応
に
て

事
故
予
防
を
図
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

①
詰
め
所
に
近
い
居
室
で
対
応

②
低
床
ベ
ッ
ド
、介
助
バ
ー
、フ
ッ

ト
コ
ー
ル
、
足
マ
ッ
ト
を
使
用

③
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は
ベ
ッ
ド

サ
イ
ド
へ
設
置
す
る

全
職
員

ベ
ッ
ド

臥
床
時

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

リ
ハ
ビ
リ
に
て
身

体
機
能
の
維
持
を

図
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

①
リ
ハ
ビ
リ
参
加
を
勧
め
、起
立
・

歩
行
訓
練
、下
肢
筋
力
強
化
訓
練
・

関
節
可
動
域
訓
練
を
実
施

看
護
師

作
業
療
法
士

リ
ハ
ビ
リ
職
員

リ
ハ
訓
練

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.2
.1

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
２
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
4　
A
.S
氏

順
番
変
更

☞
本
人
の
思
い
を
優
先
的
に

も
っ
て
く
る

追
加

「
訴
え
に
つ
い
て
」

☞
具
体
的
に
記
入
す
る

変
更

「
随
時
」
→
「
毎
日
」

☞
ケ
ア
提
供
の
有
無
の

評
価
を
し
や
す
く
す
る

項
目
の
追
加

「
③
空
腹
訴
え
時
～
」

☞
落
ち
着
か
な
い
理
由
を
考
え
、
お

菓
子
を
食
べ
る
と
落
ち
着
く
こ
と

が
わ
か
っ
た
た
め

「
④
頻
度
や
言
動
の
把
握
」

☞
薬
（
レ
ボ
ド
パ
・
カ
ル
ビ
ド
パ

水
和
物
）
を
減
量
し
た
の
で
状
態

を
把
握
す
る
た
め

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
援
助
の
手
順
や
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
正
確
か
つ
具
体
的
に
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
長
期
目
標
の
整
理

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
認
知
機
能
の
不
安
定
さ
等
を
生
活
上
の
優
先
す
べ
き
項
目
に
順
位
を
変
更

追
加

「
歩
行
訓
練
、
関
節
可
動
域
訓
練
」

☞
臥
床
時
間
が
長
い
と
レ
ベ
ル
低
下
す
る
こ
と
を
予
測

し
、
体
力
づ
く
り
を
検
討
。
歩
行
能
力
を
生
か
す
自
立

支
援
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
反
映



149

生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
「
お
菓
子
を
買
い
に
行
こ

う
」
と
落
ち
着
か
ず
一
人

で
起
き
て
こ
よ
う
と
さ
れ

た
り
、
体
の
不
調
を
訴
え

る
事
が
増
え
て
い
て
、
落

ち
着
い
て
生
活
で
き
る
よ

う
支
援
が
必
要

健
康
管
理
と
精
神

面
の
安
定
を
図

り
、
安
心
し
て
生

活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る

H
25
.1
1.
1

～
H
26
.5
.1

不
安
の
軽
減
や
生

活
上
の
楽
し
み
を

増
や
し
、
気
分
転

換
を
図
る

H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

①
空
腹
訴
え
時
に
は
、
預
か
り
の

飴
を
提
供
し
一
緒
に
過
ご
す

②
頻
度
や
言
動
の
把
握
を
行
う

介
護
員

訴
え
時
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

③
訴
え
時
や
落
ち
着
か
な
い
時

は
、
話
を
聞
い
た
り
、
離
床
し
て

一
緒
に
過
ご
す

④
日
々
の
声
掛
け
や
各
行
事
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
慰
問
へ
参
加
を
勧

め
楽
し
ん
で
も
ら
う

全
職
員

毎
日

H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

2
C
型
肝
炎
が
あ
り
、
便
秘

等
の
影
響
に
よ
る
肝
性
昏

睡
を
生
じ
や
す
い

栄
養
管
理
に
て
状

態
の
安
定
を
図
る
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

①
肝
臓
病
食
12
00
kc
al
（
蛋

白
質
40
g、
塩
分
6g
制
限
、
脂

質
30
g
以
上
）

②
主
食
：
朝
・
昼
は
米
飯
（
小
茶

碗
量
）、
夕
は
粥
（
普
通
量
）
を

提
供

看
護
師

医
師
栄
養
士

食
事
時
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

③
15
時
：
牛
乳
を
含
む
飲
料
は

提
供
中
止
、
お
茶
を
勧
め
る

介
護
員

栄
養
士

水
分

補
給
時
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

健
康
状
態
の
観

察
・
把
握
に
て
異

常
の
早
期
発
見
・

対
応
を
図
る

H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

①
定
期
的
、
肝
臓
病
採
血
と
ア
ン

モ
ニ
ア
値
測
定
を
行
う

②
黄
疸
、
尿
量
・
尿
臭
、
意
識
レ

ベ
ル
低
下
等
の
症
状
に
注
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
受
診
を
行
う

看
護
師

医
師

看
護

測
定
時
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

便
秘
を
解
消
し
肝

性
昏
睡
を
防
げ
る
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

①
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
6
錠
と
ピ

コ
ス
ル
フ
ァ
ー
ト
ナ
ト
リ
ウ
ム
水

和
物
25
滴
を
内
服
し
、
翌
夕
ま
で

に
排
便
な
け
れ
ば
5
滴
追
加
す
る

②
日
々
の
排
便
状
況
を
確
認

腹
満
や
腹
痛
等
の
症
状
を
観
察
す
る

看
護
師

介
護
員

排
泄
時
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

3
歩
行
が
不
安
定
で
、
骨
折

の
既
往
も
あ
る
が
、
自
分

で
動
か
れ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
能
力
を
活
か
し
て

生
活
し
た
い

事
故
を
防
ぎ
な
が

ら
安
全
に
移
乗
が

で
き
る

H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

①
低
床
ベ
ッ
ド
、
介
助
バ
ー
、
足

マ
ッ
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を

使
用
②
詰
所
に
近
い
居
室
で
フ
ッ
ト

コ
ー
ル
を
使
用
し
見
守
り
を
行
う

全
職
員

ベ
ッ
ド

臥
床
時
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

リ
ハ
ビ
リ
に
参
加

し
能
力
を
維
持
で

き
る

H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

①
声
掛
け
に
て
リ
ハ
ビ
リ
参
加
を

勧
め
、
起
立
・
歩
行
訓
練
、
下
肢

筋
力
強
化
訓
練
・
関
節
可
動
域
訓

練
を
行
う

作
業
療
法
士

リ
ハ
ビ
リ
職
員

リ
ハ

訓
練
時
H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

4
貧
血
や
胸
部
大
動
脈
癌
が

あ
る
た
め
、
健
康
状
態
に

注
意
が
必
要

状
態
の
把
握
と
異

常
の
早
期
発
見
・

対
応
を
図
る

H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

①
確
実
な
内
服
管
理
、
及
び
定
期

バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
・
体
重
測
定

に
て
状
態
を
把
握
す
る

②
胸
部
の
痛
み
等
の
把
握

介
護
員

看
護
師

医
師

毎
日

H
25
.1
2.
27

～
H
26
.3
.2
7

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
３
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
4　
A
.S
氏

削
除

「
物
盗
ら
れ
妄
想
の
訴
え
箇
所
」

☞
薬
減
量
や
関
わ
り
増
加
等
の

効
果
に
よ
り
訴
え
が
無
く
な
っ

た
た
め

変
更
（
順
番
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

①
＋
②
、
③
＋
④
箇
所

☞
本
人
の
意
思
や
要
望
を

優
先
す
る

変
更

「
複
数
職
種
」
→
「
全
職
員
」

☞
全
職
員
が
、
そ
の
場
で

対
応
す
る
よ
う
意
識
し
て

も
ら
う

変
更
項
目
を
2
分
割

「
Ｃ
型
肝
炎
」

「
健
康
状
態
に
つ
い
て
」

☞
分
け
た
ほ
う
が
評
価
を
し
や
す
い
た
め

項
目
追
加
・
具
体
化

「
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

☞
何
時
、
誰
が
、
何
を
す
る

か
具
体
的
に
し
た
方
が
、
家

族
へ
の
説
明
が
分
か
り
や
す

く
理
解
を
促
せ
る

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
援
助
の
手
順
や
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
正
確
か
つ
具
体
的
に
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
肝
性
昏
睡
を
防
ぐ
た
め
の
具
体
的
目
標
と
し
て
の
便
秘
対
策
の
た
め
、
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
新
た
に
追
加

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
Ｃ
型
肝
炎
に
よ
る
肝
性
脳
症
や
肝
性
昏
睡
が
心
身
と
も
に
最
も
優
先
す
る
留
意
事
項
の
た
め
、
他
の
身
体
的
疾
患
と
は
区
分
し
て
整
理

削
除

「
③
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ
設
置
す

る
。」
☞
①
へ
ま
と
め
て
記
入

削
除

「
胸
椎
圧
迫
骨
折
や
右
大
腿
骨
転
子
部
骨
折

な
ど
の
既
往
」

☞
現
在
必
要
な
も
の
だ
け
を
重
点
的
に
挙

げ
、
並
行
し
て
い
く
つ
も
並
べ
な
い

変
更

項
目
を
2
分
割

「
Ｃ
型
肝
炎
」

「
健
康
状
態
に
つ
い
て
」

☞
分
け
た
方
が
評
価
を
し
や
す
い
た
め
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
C
型
肝
炎
が
あ
り
、
便
秘

等
の
影
響
に
よ
る
肝
性
昏

睡
を
生
じ
や
す
い

肝
性
昏
睡
を
防

ぎ
、
安
定
し
た
生

活
が
送
れ
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.7
.3
1

栄
養
管
理
に
て
状

態
の
安
定
を
図
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

①
肝
臓
病
食
12
00
kc
al
（
蛋

白
質
40
g、
塩
分
6g
制
限
、
脂

質
30
g
以
上
）

②
主
食
：
朝
・
昼
は
米
飯
（
小
茶

碗
量
）、
夕
は
粥
（
普
通
量
）
を

提
供

看
護
師

医
師
栄
養
士

食
事
時

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

③
15
時
：
牛
乳
を
含
む
飲
料
は

提
供
中
止
、
お
茶
を
勧
め
る

介
護
員

栄
養
士

水
分

補
給
時

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

健
康
状
態
の
観

察
・
把
握
に
て
異

常
の
早
期
発
見
・

対
応
を
図
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

①
定
期
的
、
肝
臓
病
採
血
と
ア
ン

モ
ニ
ア
値
測
定
を
行
う

②
黄
疸
、
尿
量
・
尿
臭
、
意
識
レ

ベ
ル
低
下
等
の
症
状
に
注
意
し
、

必
要
に
応
じ
て
受
診
を
行
う

看
護
師

介
護
員

看
護

測
定
時

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

便
秘
を
解
消
し
肝

性
昏
睡
を
防
げ
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

①
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
6
錠
と
ピ

コ
ス
ル
フ
ァ
ー
ト
ナ
ト
リ
ウ
ム
水

和
物
25
滴
を
内
服
し
、
翌
夕
ま
で

に
排
便
な
け
れ
ば
5
滴
追
加
す
る

②
日
々
の
排
便
状
況
を
確
認
。
腹

満
や
腹
痛
等
の
症
状
を
観
察
す
る

看
護
師

介
護
員

排
泄
時

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

2
歩
行
が
不
安
定
で
転
倒
の

危
険
性
が
あ
る
が
、
自
分

の
能
力
を
活
か
し
て
動
き

た
い

事
故
を
防
ぎ
安
全

に
移
乗
が
で
き
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.7
.3
1

転
倒
し
な
い
よ
う

な
安
全
な
環
境
を

整
え
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

①
低
床
ベ
ッ
ド
、
介
助
バ
ー
、
足

マ
ッ
ト
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を

使
用
②
詰
所
に
近
い
居
室
で
フ
ッ
ト

コ
ー
ル
対
応
に
て
移
乗
の
見
守
り

を
行
う

③
目
的
の
把
握
に
努
め
る

全
職
員

ベ
ッ
ド

臥
床
時

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

身
体
機
能
を
維
持

で
き
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

①
声
掛
け
に
て
リ
ハ
ビ
リ
参
加
を

勧
め
る

②
体
調
に
合
わ
せ
食
堂
か
ら
居
室

ま
で
歩
行
器
歩
行
を
勧
め
る

介
護
員

作
業
療
法
士

毎
日

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

3
「
お
菓
子
を
買
い
に
行
こ

う
」
と
落
ち
着
か
ず
一
人

で
起
き
て
こ
よ
う
と
さ
れ

た
り
、
体
の
不
調
を
訴
え

る
事
が
増
え
て
い
て
、
落

ち
着
い
て
生
活
で
き
る
よ

う
支
援
が
必
要

精
神
面
の
安
定
を

図
り
、
落
ち
着
い

た
生
活
が
で
き
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.7
.3
1

不
安
の
軽
減
と
楽

し
み
を
増
や
す
こ

と
で
気
分
転
換
が

図
れ
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

①
空
腹
訴
え
時
に
は
、
預
か
り
の

飴
を
提
供
し
一
緒
に
過
ご
す

②
頻
度
や
言
動
の
把
握
を
行
う

介
護
員

訴
え
時

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

③
訴
え
時
や
落
ち
着
か
な
い
時

は
、
話
を
聞
い
た
り
、
離
床
し
て

一
緒
に
過
ご
す

④
日
々
の
声
掛
け
や
各
行
事
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
慰
問
へ
参
加
を
勧

め
楽
し
ん
で
も
ら
う

全
職
員

毎
日

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

4
貧
血
や
胸
部
大
動
脈
癌
が

あ
る
た
め
、
健
康
状
態
に

注
意
が
必
要

健
康
管
理
に
て
健

康
状
態
の
維
持
を

図
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.7
.3
1

状
態
の
把
握
と
異

常
の
早
期
発
見
・

対
応
を
図
る

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

①
確
実
な
内
服
管
理
、
及
び
定
期

バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
・
体
重
測
定

に
て
状
態
を
把
握
す
る

②
胸
部
の
痛
み
等
を
把
握
す
る

介
護
員

看
護
師

医
師

毎
日

H
26
.1
.3
1

～
H
26
.4
.3
0

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

モ
デ
ル
検
証
事
業
終
了
時

事
例
4　
A
.S
氏

変
更
（
順
番
）

☞
体
調
を
崩
さ
れ
た
た

め
優
先
順
位
を
変
更

そ
の
時
に
一
番
必
要
な

も
の
を
最
優
先
に
す
る

追
加

「
③
目
的
の
把
握
に
努
め
る
」

☞
目
的
を
把
握
し
ア
セ
ス
メ
ン
ト

す
る
こ
と
で
予
測
の
介
護
へ
繋
ぐ

追
加

「
②
体
調
に
合
わ
せ
～
歩
行
器
歩
行
を
勧

め
る
」

☞
目
的
を
安
全
に
達
成
で
き
る
よ
う
に
、

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
好
ま

れ
な
い
た
め
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
追
加

身
体
を
動
か
す
と
腸
へ
も
良
い
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
あ
る

変
更

「
事
故
を
防
ぎ
な
が
ら
～
移
乗
で
き
る
」

→
「
転
倒
し
な
い
よ
う
な
安
全
な
環
境
を
整

え
る
」

☞
短
期
目
標
は
具
体
的
に
示
し
、
管
理
視
点

か
ら
生
活
の
環
境
整
備
視
点
へ
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
援
助
内
容
】

①
リ
ス
ク
回
避
た
め
の
援
助
で
は
な
く
、
本
人
の
意
思
や
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
積
極
的
支
援
に
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
職
員
主
体
の
リ
ス
ク
回
避
の
視
点
か
ら
本
人
の
生
活
の
環
境
整
備
の
視
点
へ
変
更

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
体
調
の
低
下
に
伴
う
優
先
順
位
の
変
更

削
除

「
骨
折
の
既
往
も
あ
る
が
」

☞
現
在
必
要
な
も
の
だ
け

を
重
点
的
に
挙
げ
、
並
行

し
て
い
く
つ
も
並
べ
な
い

長
期
目
標
化

長
期
目
標
化

長
期
目
標
化

削
除

「
健
康
管
理
」

担
当
者
変
更

「
リ
ハ
ビ
リ
職
員
」

→
「
介
護
員
」

☞
リ
ハ
ビ
リ
参
加
を
好
ま
れ

ず
、
日
常
生
活
上
で
の
運
動
を

増
や
す
た
め



施設としての気づき、今後の取り組みへの活用

　頻繁な訴えや落ち着きがない行動が多く、転倒リスクも高かったため、リスク回避に重
点をおいたケアになり、職員の負担感が多く感じられていた方であった。
　本調査研究事業前は不調を訴えられ、ベッドで休まれている時間が多く、職員の意識の
中には「長時間離床できない人」という固定観念があった。『本当に不調が原因なのか、放っ
ておかれる寂しさから現れているものなのか』という助言を受け、視点を変え、本人との
関わりや思いを叶える取り組みを進めていくことで、長時間の離床が可能なことに気づか
された。離床時間が増えたことで、職員や他利用者との関わる時間も増え、穏やかな表情
で落ち着いて過ごされるようになっている。
　幻覚等は認知症からではなく薬の副作用を指摘され調整することで効果が現れたが、
『職員との関わりが増えたことによる相乗効果もあるのでは』と有識者の方から言葉をも
らったことも職員のやる気に繋がったように思う。
　問題と感じる症状に対し、その場での対応も大切ではあるが、病気や薬の影響から現れ
る症状や、本人の思い・行動の目的を知り、根本的な解決を図ることが大切なのだと改め
て感じた。
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事例 5
　帰宅欲求とそれに伴う興奮が主たるBPSDのケース。
　長男が入院し、家族の面会がなくなったこと、親しい利用者が居室変更したことにより、　
寂しさや人間関係の喪失等が影響し、アパシーが表出しているため、アルツハイマー型認知
症の進行に伴う廃用症候群の予防目的も兼ねて生活援助を充実させたケアプランとした。

脳画像と専門医師の所見

　記憶・見当識障害が前景に立つ全般性の認知機能

障害を認め、頭部CTでは海馬の萎縮を示唆する両

側側脳室下角の開大に加え、脳血管障害（深部白質

の虚血性変化、左尾状核ラクナ梗塞）を認める。

　緩徐進行性の経過などから本例は脳血管障害を伴

うアルツハイマー型認知症と診断した。

　帰宅要求やそれに伴う興奮に対して抑肝散を投与

していたが、効果不明瞭かつ高カリウム血症の既往

もあり、中止とした。

　その後、職員や馴染みの関係にある他の利用者との

関わりを増やし、興奮の軽減に寄与したと考えられる。

　本例のように脳血管障害を伴う場合、意欲低下か

ら廃用症候群を合併しやすいため、継続的な脳への

刺激を心掛けたケアが重要である。

所　見

H.I さん
96歳
女性
要介護 2

アルツハイマー型認知症
認知症自立度Ⅱ b
平成 23年入所

側脳室下角が開大しており（下
段矢印）、左尾状核のラクナ梗塞
（上段矢印）を認める。
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モデル検証事業開始時から終了時における
NPI － NH評価「BPSDスコア」及び「負担度」の変化

・「興奮」「異常行動」の2項目が各－2～－4点減少した。
・「不安」「無為・無関心」「易刺激性・不安定性」「睡眠」の4項目は変化がなかった。

・「興奮」「不安」「無為・無関心」「易刺激性・不安定性」「異常行動」「睡眠」は変化がなかった。

BPSDスコア（頻度と重症度の積）の差

負担度の差

モデル検証事業開始時から終了時における服薬状況の変化

服薬状況（1回目） 服薬状況（2回目） 服薬状況（3回目）
現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方 現在、服薬中の薬 薬剤量 飲み方

ニフェジピン 20㎎ 朝 食後 ニフェジピン 20㎎ 朝 食後 ニフェジピン 20㎎ 朝 食後
テプレノン 50㎎ 朝 食後 テプレノン 50㎎ 朝 食後 テプレノン 50㎎ 朝 食後
抑肝散 2.5g 朝・夜 食前 抑肝散 中止
L- アスパラギン酸カリウム 300㎎ 朝・夜 食後 L- アスパラギン酸カリウム 300㎎ 朝・夜 食後 L- アスパラギン酸カリウム 300㎎ 朝・夜 食後
センノシド 12㎎ 夜 食後 センノシド 12㎎ 夜 食後 センノシド 12㎎ 夜 食後
酸化マグネシウム 0.5g 朝・昼・夜 食後 酸化マグネシウム 0.5g 朝・昼・夜 食後 酸化マグネシウム 0.5g 朝・昼・夜 食後
ピコスルファートナトリウム水和物 10滴 夜 食後 ピコスルファートナトリウム水和物 10滴 夜 食後 ピコスルファートナトリウム水和物 10滴 夜 食後
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症（
脳
血
管
障
害
を
伴
う
）

に
よ
る
B
P
SD
（
帰
宅

欲
求
、
興
奮
な
ど
）
が
み

ら
れ
る

帰
宅
欲
求
に
伴
う

興
奮
な
ど
の
症
状

を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

帰
宅
欲
求
時
の
本

人
の
状
態
に
応
じ

た
対
応
を
行
う

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

帰
宅
欲
求
時
は
、職
員
付
き
添
い
、

園
内
散
歩
や
対
話
を
図
り
症
状
が

改
善
さ
れ
る
よ
う
対
応
を
行
う

介
護
職

帰
宅

願
望
時

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

抑
肝
散
を
服
用

す
る
こ
と
に
よ

る
副
作
用
及
び

B
P
SD
の
状
態

観
察
を
行
う

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

抑
肝
散
の
内
服
介
助
（
朝
・
夕
食

前
）
を
行
い
確
実
に
服
薬
で
き
る

よ
う
支
援
す
る

ま
た
副
作
用
と
し
て
、食
欲
不
振
、

浮
腫
、
胃
部
不
快
感
、
悪
心
、
下

痢
な
ど
の
症
状
に
つ
い
て
観
察
を

行
う

医
師
看
護
職

介
護
職

朝
・

夕
食
前

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

抑
肝
散
内
服
さ
れ
て
お
り
、
帰
宅

欲
求
や
興
奮
の
頻
度
や
重
症
度
の

観
察
を
行
う

医
師
看
護
職

介
護
職

随
時

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

2
陳
旧
性
脳
梗
塞
の
診
断
が

あ
り
、
脳
血
管
障
害
の
危

険
因
子
の
管
理
を
行
う
こ

と
で
脳
梗
塞
再
発
を
予
防

す
る

脳
梗
塞
再
発
の
予

防
が
で
き
る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

高
血
圧
の
管
理
を

行
う
こ
と
で
脳
梗

塞
再
発
予
防
す
る

た
め
、
服
薬
管
理

を
行
う
こ
と
が
で

き
る

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
20
m
g（
冠
血

管
拡
張
薬
）
1
錠
朝
食
後
服
用
し

て
お
り
確
実
に
服
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
服
薬
介
助
行
う

医
師
看
護
職

介
護
職

毎
食
時

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

血
圧
測
定
を
行
う

こ
と
で
血
圧
に
つ

い
て
の
状
態
把
握

を
行
う

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

定
期
的
に
血
圧
測
定
を
実
施
す
る

こ
と
で
血
圧
に
つ
い
て
の
状
態
把

握
を
行
う

看
護
職

介
護
職

3
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
進
行
を
予
防
す
る

非
薬
物
療
法（
音
楽
療
法
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
）
を
用
い
認
知
機
能
や

心
身
機
能
の
低
下
を
防
ぐ

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
進
行

を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
活
動
的
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

音
楽
療
法
（
詩
吟
、
民
謡
、
カ
ラ

オ
ケ
、器
楽
）や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
外
出
行
事
な
ど
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
活
動
的
に
過
ご

し
て
い
た
だ
く

介
護
職

看
護
職

生
活
相
談
員

機
能
訓
練
指
導
員

週
1
～
2

回
程
度

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

4
本
人
・
家
族
よ
り
現
在
の

歩
行
状
態
を
少
し
で
も
維

持
で
き
る
よ
う
訓
練
参
加

の
希
望
あ
り
、
機
能
訓
練

を
行
う
こ
と
で
身
体
機
能

の
低
下
を
予
防
す
る

棟
内
で
居
室
～

ホ
ー
ル
（
片
道

25
m
）、

居
室

～
ト
イ
レ
（
片

道
10
m
）、
ホ
ー

ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
杖
歩

行
に
て
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

機
能
訓
練
に
参

加
す
る
こ
と
で

ホ
ー
ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
歩
行

す
る
こ
と
が
で
き

る

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

訓
練
参
加
の
声
掛
け
行
い
、
訓
練

室
に
誘
導
し
参
加
し
て
い
た
だ
く

内
容
：
座
っ
た
姿
勢
で
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
10
分
、
平
行
棒
及

び
杖
歩
行
訓
練
50
m
、
下
肢
挙

上
し
膝
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
15
分
、

両
肩
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
15
分

訓
練
指
導
員

介
護
職

月
曜
か
ら
金
曜

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

5
杖
歩
行
さ
れ
る
が
歩
行
状

態
の
不
安
定
さ
み
ら
れ
、

転
倒
の
危
険
性
が
あ
る

転
倒
な
く
歩
行
す

る
こ
と
が
で
き
る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

杖
を
持
ち
歩
行
す

る
こ
と
が
で
き
る

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

杖
を
忘
れ
て
歩
行
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
、
本
人
が
歩
行
さ
れ
る
場
合

に
は
杖
を
使
用
さ
れ
て
い
る
か
の

確
認
を
行
う

訓
練
指
導
員

介
護
職

看
護
職

生
活
相
談
員

毎
日

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

6
尿
便
意
不
明
確
で
あ
る
が

ト
イ
レ
で
の
座
位
、
杖
歩

行
が
可
能
で
あ
り
ト
イ
レ

で
の
排
泄
が
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
う

ト
イ
レ
で
の
排
泄

の
継
続
が
で
き
る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

ト
イ
レ
で
の
排
泄

を
行
う
た
め
に
ト

イ
レ
へ
の
誘
導
や

介
助
を
行
う

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

終
日
：
紙
パ
ン
ツ
＋
尿
取
り
パ
ッ

ト
を
使
用
日
中
は
ト
イ
レ
、
夜
間

は
ポ
ー
タ
ブ
ル
を
設
置
し
時
間
毎

の
誘
導
に
よ
り
排
泄
を
促
す

※
排
泄
チ
ェ
ッ
ク
表
へ
排
泄
状
況

の
記
入
行
う

介
護
職

看
護
職

随
時

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

7
排
便
の
出
に
く
さ
が
あ

り
、
排
便
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
必
要
で
あ
る

定
期
的
に
排
便
を

行
う
こ
と
が
で
き

る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

定
期
的
に
排
便
を

行
え
る
よ
う
服
薬

管
理
を
行
う

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

便
秘
治
療
薬
（
セ
ン
ノ
シ
ド

12
m
g1
錠
夕
食
後
、
酸
化
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
0.
5g
毎
食
後
）
の
服

薬
介
助
を
行
う

排
便
状
態
に
応
じ
ピ
コ
ス
ル

フ
ァ
ー
ト
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
和
物

10
滴
服
用
す
る

医
師
介
護
職

看
護
職

毎
日

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

8
自
力
に
て
食
事
摂
取
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
本
人
の
嗜
好
に
合
わ

せ
た
食
事
の
提
供
を
行
う

現
在
の
食
形
態
を

維
持
し
、
自
力
に

て
食
事
を
経
口
摂

取
す
る
こ
と
が
で

き
る

H
24
.1
2.
1

～
H
25
.1
1.
30

本
人
の
嗜
好
に
合

わ
せ
た
食
事
を
提

供
す
る
こ
と
で
食

事
摂
取
量
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き

る

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

普
通
食
15
00
kc
al
、
主
食
：

お
に
ぎ
り
（
本
人
希
望
）、
副
食
：

常
菜
を
提
供
す
る

管
理
栄
養
士

介
護
職

看
護
職

毎
食
時

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

麺
類
は
本
人
が
好
ま
ず
摂
取
量
が

少
な
い
の
で
、
代
替
食
に
て
対
応

行
う

管
理
栄
養
士

介
護
職

看
護
職

随
時

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

食
事
摂
取
量
・
水
分
摂
取

量
の
確
認
を
行
う

管
理
栄
養
士

介
護
職

看
護
職

毎
食
時

H
25
.6
.1

～
H
25
.1
1.
30

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
１
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
開
始
時

事
例
5　
H
.I
氏
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症（
脳
血
管
障
害
を
伴
う
）

に
よ
る
B
P
SD
（
帰
宅

欲
求
、
興
奮
な
ど
）
が
み

ら
れ
る

帰
宅
欲
求
に
伴
う

興
奮
な
ど
の
症
状

を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

職
員
と
の
関
わ
り

の
な
か
で
関
係
作

り
を
行
う

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

職
員
が
本
人
の
近
く
に
席
を
配
置

し
関
わ
り
を
増
や
す
こ
と
で
寂
し

さ
や
欲
求
へ
の
対
応
を
行
う

ま
た
、
職
員
付
き
添
い
に
て
、
園

内
散
歩
や
対
話
を
図
り
症
状
が
改

善
さ
れ
る
よ
う
対
応
を
行
う

介
護
職

帰
宅

願
望
時
H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

他
利
用
者
と
の
関

係
の
再
構
築
を
行

う

M
.M
様
と
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
く
機
会
（
ク
ラ
ブ
活
動
、
面

会
、
機
能
訓
練
）
を
増
や
す
こ
と

で
、
関
係
の
再
構
築
を
図
る

2
陳
旧
性
脳
梗
塞
の
診
断
が

あ
り
、
脳
血
管
障
害
の
危

険
因
子
の
管
理
を
行
う
こ

と
で
脳
梗
塞
再
発
を
予
防

す
る

脳
梗
塞
再
発
の
予

防
が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

高
血
圧
の
管
理
を

行
う
こ
と
で
脳
梗

塞
再
発
予
防
す
る

た
め
、
服
薬
管
理

を
行
う
こ
と
が
で

き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
20
m
g（
冠
血

管
拡
張
薬
）
1
錠
朝
食
後
服
用
し

て
お
り
確
実
に
服
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
服
薬
介
助
を
行
う

医
師
看
護
職

介
護
職

毎
食
時
H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

血
圧
測
定
を
行
う

こ
と
で
血
圧
に
つ

い
て
の
状
態
把
握

を
行
う

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

定
期
的
に
血
圧
測
定
を
実
施
す
る

こ
と
で
血
圧
に
つ
い
て
の
状
態
把

握
を
行
う

看
護
職

介
護
職

3
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
の
進
行
を
予
防
す
る

非
薬
物
療
法（
音
楽
療
法
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
）
を
用
い
認
知
機
能
や

心
身
機
能
の
低
下
を
防
ぐ

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
進
行

を
予
防
す
る
こ
と

が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
活
動
的
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

音
楽
療
法
（
詩
吟
、
民
謡
、
カ
ラ

オ
ケ
、器
楽
）や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
外
出
行
事
な
ど
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
活
動
的
に
過
ご

し
て
い
た
だ
く

介
護
職

看
護
職

生
活
相
談
員

機
能
訓
練
指
導
員

週
1
～
2

回
程
度

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

4
本
人
・
家
族
よ
り
現
在
の

歩
行
状
態
を
少
し
で
も
維

持
で
き
る
よ
う
訓
練
参
加

の
希
望
あ
り
、
機
能
訓
練

を
行
う
こ
と
で
身
体
機
能

の
低
下
を
予
防
す
る

棟
内
で
居
室
～

ホ
ー
ル
（
片
道

25
m
）、

居
室

～
ト
イ
レ
（
片

道
10
m
）、
ホ
ー

ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
杖
歩

行
に
て
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

機
能
訓
練
に
参

加
す
る
こ
と
で

ホ
ー
ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
歩
行

す
る
こ
と
が
で
き

る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

訓
練
参
加
の
声
掛
け
を
行
い
、
訓

練
室
に
誘
導
し
参
加
し
て
い
た
だ

く 内
容
：
座
っ
た
姿
勢
で
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
10
分
、
平
行
棒
及

び
杖
歩
行
訓
練
50
m
、
下
肢
挙

上
し
膝
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
15
分
、

両
肩
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
15
分

訓
練
指
導
員

介
護
職

月
曜
か
ら
金
曜

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.3
.3
1

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
２
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
5　
H
.I
氏

項
目
削
除

「
杖
歩
行
」

「
ト
イ
レ
介
助
」

「
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

「
食
事
摂
取
」

☞
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
項
目
・
内
容
が
多
い
た

め
、
優
先
順
位
を
整
理
し
た

B
P
SD
軽
減
、
脳
梗
塞
予
防
、
心
身
機
能

低
下
予
防
に
焦
点
を
当
て
る

具
体
化

「
帰
宅
時
欲
求
の
対
応
」
→
「
職
員
の
関
わ
り
を

増
や
す
」

☞
寂
し
さ
や
欲
求
不
満
が
帰
宅
欲
求
や
興
奮
に
つ

な
が
っ
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
職
員
の
関
わ

り
を
増
や
す
こ
と
で
寂
し
さ
や
欲
求
不
満
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
う

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
目
標
】

①
長
期
目
標
に
従
い
、
帰
宅
欲
求
に
対
し
て
行
う
ケ
ア
の
具
体
的
な
目
標
の
表
現
に
変
更

②
居
室
変
更
に
伴
う
他
の
利
用
者
と
の
関
係
性
が
変
化
し
、
精
神
症
状
に
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
関
係
性
再
構
築
の
目
標
を
設
定

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
別
途
個
別
計
画
書
が
あ
る
項
目
に
つ
い
て
削
除

項
目
削
除

「
抑
肝
散
」

☞
抑
肝
散
の
効
果
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
抑
肝

散
を
中
止
し
た
こ
と
に
よ
り
項
目
を
削
除
し
た

項
目
追
加

「
他
利
用
者
と
の
関
係
の
再
構
築
」

☞
本
人
が
落
ち
着
い
て
い
た
り
、
笑
顔
が
み
ら
れ

る
場
面
は
職
員
と
対
話
を
行
う
時
に
多
い

他
利
用
者
と
の
交
流
を
図
る
た
め
に
職
員
が
間
に

立
っ
て
、
利
用
者
同
士
の
関
係
の
再
構
築
を
目
指
す
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症（
脳
血
管
障
害
を
伴
う
）

に
よ
る
B
P
SD
（
帰
宅

欲
求
、
興
奮
な
ど
）
が
み

ら
れ
る

帰
宅
欲
求
に
伴
う

興
奮
な
ど
の
症
状

を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

職
員
と
の
関
わ
り

の
な
か
で
関
係
作

り
を
行
う

H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

本
人
の
近
く
に
い
る
こ
と
で
関
わ

り
を
増
や
し
、
寂
し
さ
や
欲
求
へ

の
対
応
を
行
う

ま
た
、
職
員
付
き
添
い
に
て
、
園

内
散
歩
や
対
話
を
図
り
症
状
が
改

善
さ
れ
る
よ
う
対
応
行
う

介
護
職

帰
宅

願
望
時
H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

他
利
用
者
と
の
関

係
の
再
構
築
を
行

う

M
.M
様
と
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
く
機
会
（
ク
ラ
ブ
活
動
、
面

会
、
機
能
訓
練
）
を
増
や
す
こ
と

で
、
関
係
の
再
構
築
を
図
る

2
陳
旧
性
脳
梗
塞
の
診
断
が

あ
り
、
脳
血
管
障
害
の
危

険
因
子
の
管
理
を
行
う
こ

と
で
脳
梗
塞
再
発
を
予
防

す
る

脳
梗
塞
再
発
の
予

防
が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

高
血
圧
の
管
理
を

行
う
こ
と
で
脳
梗

塞
再
発
予
防
す
る

た
め
、
服
薬
管
理

を
行
う
こ
と
が
で

き
る

H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
20
m
g（
冠
血

管
拡
張
薬
）
1
錠
朝
食
後
服
用
し

て
お
り
確
実
に
服
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
服
薬
介
助
行
う

医
師
看
護
職

介
護
職

朝
食
後
H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

血
圧
測
定
を
行
う

こ
と
で
血
圧
に
つ

い
て
の
状
態
把
握

を
行
う

H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

定
期
的
に
血
圧
測
定
を
実
施
す
る

こ
と
で
血
圧
に
つ
い
て
の
状
態
把

握
を
行
う

看
護
職

介
護
職

3
ク
ラ
ブ
活
動
（
詩
吟
、
民

謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
器
楽
）

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
す
る
こ
と
で
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
か
ら

く
る
廃
用
症
候
群
を
予
防

す
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
か
ら
く

る
廃
用
症
候
群
の

予
防

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
活
動
的
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る

H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

ク
ラ
ブ
活
動
（
詩
吟
、
民
謡
、
カ

ラ
オ
ケ
、
器
楽
）
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
外
出
行
事
な
ど
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
活
動
的
に

過
ご
し
て
い
た
だ
く

介
護
職

看
護
職

生
活
相
談
員

機
能
訓
練
指
導
員

週
1
～
2

回
程
度

H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

4
本
人
・
家
族
よ
り
現
在
の

歩
行
状
態
を
少
し
で
も
維

持
で
き
る
よ
う
訓
練
参
加

の
希
望
あ
り
、
機
能
訓
練

を
行
う
こ
と
で
身
体
機
能

の
低
下
を
予
防
す
る

棟
内
で
居
室
～

ホ
ー
ル
（
片
道

25
m
）、

居
室

～
ト
イ
レ
（
片

道
10
m
）、
ホ
ー

ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
杖
歩

行
に
て
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

機
能
訓
練
に
参

加
す
る
こ
と
で

ホ
ー
ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
歩
行

す
る
こ
と
が
で
き

る

H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

訓
練
参
加
の
声
掛
け
を
行
い
、
訓

練
室
に
誘
導
し
参
加
し
て
い
た
だ

く 内
容
：
座
っ
た
姿
勢
で
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
10
分
、
平
行
棒
及

び
杖
歩
行
訓
練
50
m
、
下
肢
挙

上
し
膝
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
15
分
、

両
肩
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
15
分

訓
練
指
導
員

介
護
職

月
曜
か
ら
金
曜

H
25
.1
2.
22

～
H
26
.3
.3
1

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

第
３
回
 モ
デ
ル
検
証
会
議
で
の
変
更

事
例
5　
H
.I
氏

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
進
行
を
予
防
」
の
表
現
は
適
切
で
は
な
い
た
め
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
か
ら
く
る
廃
用
症
候
群
の
予
防
」
に
変
更

追
加

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
か
ら
く
る
廃
用

症
候
群
の
予
防
」

☞
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
進
行
予
防
は
抗

認
知
症
薬
だ
け
で
あ
る
と
の
助
言
を
受
け
、「
認

知
症
の
進
行
予
防
」
と
い
う
記
載
を
変
更
し
た
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生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き

課
題
（
ニ
ー
ズ
）

目
標

援
助
内
容

長
期
目
標

（
期
間
）

短
期
目
標

（
期
間
）

サ
ー
ビ
ス
内
容

担
当
者

頻
度

期
間

1
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症（
脳
血
管
障
害
を
伴
う
）

に
よ
る
B
P
SD
（
帰
宅

欲
求
、
興
奮
な
ど
）
が
み

ら
れ
る

帰
宅
欲
求
に
伴
う

興
奮
な
ど
の
症
状

を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

職
員
と
の
関
わ
り

の
な
か
で
関
係
作

り
を
行
う

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

本
人
の
近
く
に
い
る
こ
と
で
関
わ

り
を
増
や
し
、
寂
し
さ
や
欲
求
へ

の
対
応
を
行
う

ま
た
、
職
員
付
き
添
い
に
て
、
園

内
散
歩
や
対
話
を
図
り
症
状
が
改

善
さ
れ
る
よ
う
対
応
行
う

介
護
職

帰
宅

願
望
時

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

他
利
用
者
と
の
関

係
の
再
構
築
を
行

う

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

M
.M
様
と
一
緒
に
活
動
し
て
い

た
だ
く
機
会
（
ク
ラ
ブ
活
動
、
面

会
、
機
能
訓
練
）
を
増
や
す
こ
と

で
、
関
係
の
再
構
築
を
図
る

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

家
族
の
面
会
に
よ

り
本
人
が
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

家
族
（
長
男
）
の
面
会
の
機
会
を

作
り
、
家
族
と
の
関
わ
り
の
時
間

を
増
や
す
こ
と
で
不
安
の
軽
減
を

図
る

家
族
（
長
男
）

週
1
回

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

2
陳
旧
性
脳
梗
塞
の
診
断
が

あ
り
、
脳
血
管
障
害
の
危

険
因
子
の
管
理
を
行
う
こ

と
で
脳
梗
塞
再
発
を
予
防

す
る

脳
梗
塞
再
発
の
予

防
が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

高
血
圧
の
管
理
を

行
う
こ
と
で
脳
梗

塞
再
発
予
防
す
る

為
、
服
薬
管
理
を

行
う
こ
と
が
で
き

る

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
20
m
g（
冠
血

管
拡
張
薬
）
1
錠
朝
食
後
服
用
し

て
お
り
確
実
に
服
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
服
薬
介
助
行
う

医
師
看
護
職

介
護
職

朝
食
後

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

血
圧
測
定
を
行
う

こ
と
で
血
圧
に
つ

い
て
の
状
態
把
握

を
行
う

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

定
期
的
に
血
圧
測
定
を
実
施
す
る

こ
と
で
血
圧
に
つ
い
て
の
状
態
把

握
を
行
う

看
護
職

介
護
職

週
2
回

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

3
ク
ラ
ブ
活
動
（
詩
吟
、
民

謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
器
楽
）

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

外
出
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
に
よ
る
意
欲
・
自

発
性
・
活
動
性
の
低
下
を

予
防
す
る

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
の
影
響

に
よ
る
意
欲
・
自

発
性
・
活
動
の
低

下
を
予
防
す
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
活
動
的
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

ク
ラ
ブ
活
動
（
詩
吟
、
民
謡
、
カ

ラ
オ
ケ
、
器
楽
）
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
外
出
行
事
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
活
動
的
に
過
ご

し
て
い
た
だ
く

介
護
職

看
護
職

生
活
相
談
員

機
能
訓
練
指
導
員

週
3
回

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

4
本
人
・
家
族
よ
り
現
在
の

歩
行
状
態
を
少
し
で
も
維

持
で
き
る
よ
う
訓
練
参
加

の
希
望
あ
り
、
機
能
訓
練

を
行
う
こ
と
で
身
体
機
能

の
低
下
を
予
防
す
る

棟
内
で
居
室
～

ホ
ー
ル
（
片
道

25
m
）、

居
室

～
ト
イ
レ
（
片

道
10
m
）、
ホ
ー

ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
杖
歩

行
に
て
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
る

H
25
.1
0.
13

～
H
26
.9
.3
0

機
能
訓
練
に
参

加
す
る
こ
と
で

ホ
ー
ル
～
ト
イ
レ

（
35
m
）
を
歩
行

す
る
こ
と
が
で
き

る

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

訓
練
参
加
の
声
掛
け
行
い
、
訓
練

室
に
誘
導
し
参
加
し
て
い
た
だ
く

内
容
：
座
っ
た
姿
勢
で
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
10
分
、
平
行
棒
及

び
杖
歩
行
訓
練
50
m
、
下
肢
挙

上
し
膝
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
15
分
、

両
肩
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
15
分

訓
練
指
導
員

介
護
職

月
曜
か
ら
金
曜

H
26
.1
.2
6

～
H
26
.3
.3
1

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
2）

モ
デ
ル
検
証
事
業
終
了
時

事
例
5　
H
.I
氏

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
【
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
（
ニ
ー
ズ
）】

①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
進
行
に
よ
る
影
響
を
「
意
欲
・
自
発
性
・
活
動
性
の
低
下
を
予
防
」
と
よ
り
具
体
的
で
正
確
な
表
現
に
変
更

変
更

「
廃
用
症
候
群
を
予
防
」

→
「
意
欲
・
自
発
性
・
活
動
性
の
低
下
を
予
防
」

☞
「
廃
用
症
候
群
」
と
い
う
記
載
は
ど
の
よ
う

な
状
態
を
指
し
て
い
る
の
か
具
体
的
で
は
な
い

た
め
、「
廃
用
症
候
群
」
を
「
意
欲
・
自
発
性
・

活
動
性
の
低
下
」
と
具
体
的
に
記
載
し
た



施設としての気づき、今後の取り組みへの活用

　今回のモデル事業では、認知症高齢者の原因疾患別アプローチを踏まえ、広く汎用可能
な『疾患・環境等要因別ケアプランニング』の手法の確立を目的として、認知症専門医師・
有識者の先生方よりアドバイスを受け、ケア実践やケアプラン、経過記録について検討を
行った。
　モデル事業の第1回目カンファレンスにおいて、ケアプランに記載されている項目が
多く、何を優先してケアを行うべきであるのか不明確な状況であるという指摘を受けた。
　ケアプランにおける優先順位を定めることで、日常生活のケアにおける気づきの視点を
定める必要があり、優先順位はアセスメントを基に優先される項目を明確にすることが重
要である。項目としては、医療的な面（身体の不調や疾患）、認知症BPSDなどの精神
面（BPSD：妄想、幻視、興奮、うつ、不安、多幸、無関心、脱抑制、易刺激性、異常行動、
睡眠、食行動異常）、生活・環境面（生活歴、生活リズム、人的環境、物的環境）を網羅
することで利用者を全体的にとらえ、対象利用者の優先すべきニーズや課題を整理するこ
との重要性を改めて感じた。その上で、ケアプランにおける短期目標は具体的に達成可能
な目標を定めていくこと。
　また、BPSDを具体的に記載することで、多職種間で共通の認識を持ちケアに取り組
むこと。そしてBPSDの要因を分析・特定するために具体的な記録を行い、次のケアに
つなげていくこと。『具体的に』とは、BPSDは突然に起こるのではなく、BPSDがみ
られる前後の場面でどのような状況であったのか、どのようなケアがなされていたのか、
どのような言動があったのか、状況がイメージできるよう記録を行うこと。つまり、ケア
のプロセスとBPSDを関連付けて理解することが重要である。また、ケアを行う中で本
人に関する情報収集を継続して行うことの重要性が挙げられる。
　今後は、認知症介護の専門性向上に向けて、原因疾患別アプローチ、ケアプランの項目
の優先順位の決定、ケアプランにおけるBPSDの具体的記載、BPSDの要因を分析する
ための記録のあり方や分析方法の工夫、継続した情報収集を実践することに継続して取り
組んでいきたいと思う。
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